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鉛
丹

ガ

ラ
ス
と
金
属
鉛
ガ

ラ
ス

(
三
)

棚

橋

淳

二
十

三

明
治
時

代

の
金

属
鉛

ガ

ラ

ス

H

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

明
治
時
代
、
政
府
は
殖
産
興
業
策
の

一
環
と
し
て
全
国
的
な
規
模
で
五
回
に
お
よ
ぶ
内
国
勧
業
博
覧
会
を
企
画
し
、
開
設
し
た
。
各
回
の
開

設
期
間
、
開
設
地
、
ガ
ラ
ス
製
品
の
主
た
る
出
品
区
分
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

ω

第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
三
月
十
五
日
ヨ
リ
七
月
十
五
日
迄

東
京
府
下

上
野
公
園
内

②

第

二
匠

製
造
物

第
三
類

其

一

其
二

其
三

其
四

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会

破
璃
及
ヒ
破
璃
器

家
作
用
及
ヒ
鏡

二
用
フ
ル
破
璃

か
き

荏

り

化
學
用
ノ
破
璃
器
、
破
璃
壕
、
破
璃
管

・
二
P
・
り

7

窪

粧
飾
ノ
破
璃
器

よ
そ
お
ひ

鏡
、
染
色
若
ク
ハ
鮎
色
シ
タ
ル
破
璃
彫
刻
セ
シ
窓
破
璃
、
其
他
ノ
飾
物

～≠

いろ
と
り

俵
り
も
の

立
ど
の
ば
h

-3

明

治

十

四

年

(
】
八

八

一
)

三

月

一
日

ヨ

リ

六

月

三

十

日

マ
デ
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ヒもさ
モ
ロウ
う
へ
う
こウ
ぬ　を
い

東
京

上
野
公
園
内

樹

第
二
順

(製
造
品
)
㈲

第
三
類

ハ破
璃
露
)
圖

第

三
回
内
国
勧
業
博
覚
会

明
治
廿
三
茸

二

八
九
〇
)
四
月

一
日
ヨ
リ
七
月
柵
二

日
マ
テ

東
京

上
野
公
園
内

㈲

第

↓
都

工
禁

第
三
類

破
璃

其

「

鏡
材
及
板
硝
子
類

其
二

飲
食
器
典
他
ノ
家
具

個

第

四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)
四
月

一
日
ヨ
リ
七
月
三
十

一
日
マ
テ

京
都
市
上
京
圃
岡
崎
町

倒

第

H
部

工
藝

第
十

一
類

破
璃

(第
六
類
、
第
三
十
八
類
、
第
三
十
九
類
及
第
四
十
類

二
蜀
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
)

其

一

恢
、
管
及
興
他
ノ
製
品

其
二

飲
食
器
其
他
ノ
寡
具

㎝

第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

明
治
三
十
六
年

(
一
九
〇
三
)
三
月

目
日
ヨ
リ
七
月
三
十

一
日
マ
デ

大
阪
府
大
阪
市
南
甑
天
王
寺
今
宮

一 露β 一



第
五
部

第
二
十
四
類

其

一

其
二

其
三

其
四

其
五

化
學
工
業働

 

破
璃

破
璃
罎
、
破
璃
板
、
破
璃
管

「
レ
ト
ル
ト
」
其
他
工
業
用
破
璃
品

破
璃
器

模
造
費
石

破
璃
器

ノ
圖
案
、
製
造
ノ
方
法
及
器
旦
ハ

と
こ
ろ
で
各
回
の

『
内
國
勧
業
博
覧
會
規
則
」
も
し
く
は

「
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
規
則
」
に
よ
る
と
、
出
品
者
は
出
品
に
際
し
て
出
品
願

と
出
品
目
録
、
詳
細
な
解
説
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
解
説
書
の
場
合
、
例
え
ば
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る

「
製
造
物

圃

」
に

つ
い
て
の

「
解
説
取
調
」
の
書
式
は
左
の
様
式
に
よ

っ
て
い
た
。

奥

造
韓

識
鶏

書
竣

寄
留
人
ハ
本
算

寄
留
地
ヲ
モ
記
ス
(朱
)

物名

出
品
ノ
本
名
卦

二

繹
名

ア
ル
モ
ノ

ハ

記
載

ス

(朱
)

方

一

從
來

ノ
稻
呼
及
里

一

言

ア
ル
モ

ノ
ハ
亦

言

記

ス
ヘ
シ

(朱
)

i名 人品出

;{朱)縣藩府使

管
下
何
國
何
郡
何
鮒
何
番
地

(朱
)

族
籍
職
業
名

(朱
)姓

名

實

印

(朱
)

産
地
製
造
場

き
ん

ち

せ
い
そ
う

ば

ず

何
管
下
何
國
何
郡
何
蹴
字
何

へ
何
年

〔割
書
〕
舶
來
蒸
氣
機
械
又
ハ
舶
來
摸
造
何
馬
力
ノ
水
車
仕
掛
ケ
カ
ノ
」
本
膓

〔割
註
〕
間
口
何
拾
間

ヤ
キ
ガ

マ

奥
行
何
拾
間
」
附
属
建
物
何
ケ
所
ヲ
何
杜
又
ハ
何
組
合

ニ
テ
設
置
ス
ル
カ
或

ハ
焼
窯

〔
割
註
〕
高
何
間
巾
杢
深
全
」
何
拾
ケ
所
ヲ
築
キ

な
に
し
や

廿
つ
ち

一27一



或
自
宅

ニ
テ
製
造

ス
ル
等
ノ
類
ヲ
認
ム
ヘ
シ
尤
此
雛
形

二
徴
ヒ
取
調

フ
ル
出
品

ハ
都
テ
化
學
上
ノ
製
造
物
ヲ
初
メ
旺
分
目
録
中
第

じ

た
く

な
ら

く
わ
か
く

二
第
三
第
四
ノ
三
匝
中
照
準
ス
ル
諸
製
造
物
ノ
製
造
所
等

ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
但

シ
以
下
素
質
ヲ
初
メ
各
目

二
照
合
シ
順
序
等
明
細

二

し
よ
せ
い
さ
う
ム
つ

ニも
し
つ

認

ム

ヘ
シ
尤

物

品

ニ
ヨ

リ
右

名

目

ハ
適

宜

取
捨

ス

ル

ハ
妨

ケ

ナ

シ

(朱
)

て
き

y

し

し
や

さ
ま
津

素
質

そ

り
つ

ユ

　

ダ

ニ

ノ

ツ

　

陶
器
ナ
ラ
バ
何
村
字
何
山
ヨ
リ
何

々
ノ
土
ヲ
掘
採
何

シ
何

々
ノ
順
次

ヲ
以
番
僻
又
何
々
ノ
装
置
ヲ
以
テ
水
簸

シ
物
品
ノ
素
質
ヲ
調

は
り
い
に

す
い

ひ

て
う

整
シ
又
漆
器
ナ
ラ
バ
器
物
ノ
木
地
井
漆
共
何
國
何
郡
何
村
何
山
等

ヨ
リ
出

ル
何

ノ
木
地
或

ハ
漆
ヲ
以
テ
シ
又
織
物

ハ
自
作

ノ
生
糸

せ
い或

ハ
綿
糸
ヲ
以
テ
ス
ル
欺
或

ハ
何
レ
ノ
産

ヲ
買
求
セ
シ
モ
ノ
欺
又
機
械
ノ
類

ニ
テ
鎮

ハ
何
國
何
郡
何
村
鑛
山

ヨ
リ
出

ツ
ル
所
ノ
モ

ノ
或

ハ
木

ハ
何
レ
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
何

ノ
木
或

ハ
硫
酸
井
製
藥
ノ
類
其
原
質
産
地
及
品
種
等

ハ
都
テ
製
造
物
ノ
元
ト
成

ル
所
ノ
モ
ノ

リ
う
き
ん

け
ん

し
つ

ヲ
認

ム

(朱
)

但

雑

器

雑

品
等

些
少

ノ

モ

ノ

ニ
テ

産
出

地

名

等

明

瞭

ナ

ラ

サ

ル

モ

ノ

ハ
産

地

不

詳

何

々
即

チ

元

質

ノ
ミ

ヲ
記

ス

ヘ
シ

(朱
)

さ
う

き

し
や
サ
う

ヵ
い
れ
う

製
造
用
品

陶
器
ナ
ラ
バ
何
々
ノ
拗
藥
或

ハ
縮

ノ
具
織
物
ナ
ラ
バ
染
料
等
ノ
類
都
テ
製
造

ス
ル
器
械

ノ
外
製
造

二
用
フ
ル
物
品
ヲ
記
ス
ヘ
シ

(朱
)

す
へ

製
造
法

陶
器
ナ
ラ
バ
前
條

二
掲
ル
素
質
或

ハ
製
造
用
品

ヲ
以
何
々
ノ
順
序
等

ニ
テ
成
製

ス
ル
ノ
類

集
)

石
拶
油
ナ
ラ
バ
揮
襲
油
燭
油
輕

「
パ
ラ
ピ
ン
」
重

「
パ
ラ
ピ
ン
」
其
他
顯
出
ノ
モ
ノ
各
百
分
中
何
程
並
取
扱
手
績
比
重
モ
成
ル
へ

せ
き
な
う
ゆ
う

き

は
つ

り

し
し
ラ
ちゆ

けソ
ん
し
ゅ
つ

ク

ハ
記

ス

ヘ

シ

(朱
)

ソ
ウ

グ

デ
ン

ケ

　
ス

石
鹸
ナ
ラ
バ
一
種
ノ
脂
汕
ヲ
以
テ
製
練
シ
タ
ル
モ
ノ
力
又
二
三
種
ノ
脂
油

ヲ
合
テ
練
リ
タ
ル
力
濾
汁
ノ
種
類
曹
達
力
剥
篤
亜
斯
力

し
や
は
ん

ひ

ゆ
う

ヤ
い
れ
ん

ね

曲
日達

二
剥
篤
亜
斯
ノ
滴
汁
ヲ
合
セ
タ
ル
モ
ノ
カ
脂
油
ト
滴
汁

ノ
観
拾
又
跳
雛
石
鹸
ナ
ラ
バ
務
播
軸
或

ハ
播
詠
等
盟
拾
ノ
手
績
ヲ
記

ス
可
シ

(朱
)

一28一



螺

年
暦
及
人
名

創
業
之
年
月
及
ヒ
洋
書

二
櫨
ル
者

ハ
其
書
名
人
名
又
何
國
誰
々
ヨ
リ
傳
習
或

ハ
洋
和
参
酌
自
己
ノ
實
瞼

二
出

ル
ナ
ド
ノ
履
歴
詳
細

き
う
け
う

や
う
し
よ

よ

や
つ

わ

き
ん
し
や
ゆ
ロし

こ

し
つ
け
ん

り

れ
き

二
記
ス
可
シ

(朱
)

製
造
機
械

せ
い
さ
う

き

か
い

即
チ
製
造

二
用
フ
ル
機
械
何
々
ヲ
認
ム
ヘ
シ

粂
)

製
造
人
名

即
チ
製
造
人
ノ
住
所
姓
名
ヲ
認

ム
ヘ
シ
(未
)

産
出
種
類

き
ん
し
ゅ
つ
し
ゆ
る
い

陶
器
ナ
ラ
バ
讐

ハ
花
瓶
ヲ
出
品

シ
即
チ
前
記
物
名

二
花
瓶
ト
認
メ
又
織
物
ナ
ラ
バ
白
縮
緬
ヲ
出
品
シ
其
物
名

ヲ
認
ム
ル
ト
錐
ト
モ

た
と
へ

陶
器
製
造
所
或

ハ
織
物
製
造
場

ニ
テ
製
出

ス
ル
各
種

ハ
此
所

ニ
テ
書
示
サ
ン
爲
メ
毎
品
名
記
載
シ
其
他
之

二
準

ス
ル
モ
ノ
ハ
皆
此

き

さ
い

例

二
倣

ヒ
認

メ
又

一
種

ヲ
製

造

ス
ル
瘍

所

ニ
テ
其

一
種

ヲ
出

品

ス

ル

モ

ノ

ハ
産

出

種

類

ノ
名

目

ヲ
除

ク

ヘ
シ

(朱
)

れ
い

効
用

か
へ
や
う

ハ
ア
イ
ナ

出
品
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
・
用
前
壁
ロバ
花
瓶
ノ
如
キ
花
生

二
止

マ
ル
モ
ノ
ハ
効
用
ノ
名
目
ヲ
除
キ
又
藥
種
ノ
石
膏

ハ
即
チ
主
用
ス
ル

せ
き
か
う

所
ハ
藥
種
ナ
レ
ト
モ
陶
器
銅
器
ヲ
製
造
ス
ル
形
杯

ニ
ナ
ル
等
都
テ
物
品
ノ
主
用
ス
ル
所
ト
其

一
物

ヲ
他

二
使

用
ス
ル
ノ
類
ヲ
認
ム

ヘ
シ

(朱
)

産

出

高
総
計

さ
ん
し
ゆ
つ
レト
か
そ
ム
け
い

明
治
九
年

〔割
註
〕
從

一
月

一
日
至
十
二
月
三
十

一
日
」
産
出
何
千
何
百
何
拾

〔割
書
〕
品
個
反
斤
」
等

(朱
)

此
代
債
凡
金
何
萬
何
千
何
百
圓

(朱
)

た
い

か

右
産
出
井
代
債

ハ
一
種
ノ
モ
ノ
ヲ
製
造
シ
其

一
種
ヲ
出
品
ス
ル
ト
キ

ハ
必
ス
其
産
出
高
等
ヲ
認
ム

ヘ
キ
筈
ナ
レ
ト
モ
讐

ハ
陶
器
所

ニ
テ
花
瓶
ノ

】
種

ヲ
出
品

ス
ル
ト
モ
産
出
高

ハ
花
瓶

二
拘

バ
ラ
ス
各
種
ノ
陶
器
産
出
ヲ
認
ム
ヘ
シ
又
織
物
等

モ
此

二
同
シ

(朱
)

一29一



こ
の

「
解
説
取
調
」
は
各
項
目
に
亘
り
朱
刷
で
示
さ
れ
た
指
示
に
み
ら
れ
る
如
く
、
詳
細
な
報
告
を
出
品
者
に
求

め
て
お
り
、
し
た
が

っ
て

第

一
回
よ
り
第
五
回
に
至
る
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
人
が
提
出
し
た
解
説
書
に

つ
き
、
素
質

・
製
造
用
品

・
製
造
機
械

・
製
造
法
な
ど
を
検

討
し
得
れ
ば
、

こ
の
時
代
に
起

っ
た
ガ
ラ
ス
製
造
法

の
著
し
い
変
遷
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
解
説
書

は
、

こ
と
ガ
ラ
ス
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
第

一
回
内
国
博
覧
会
に

つ
い
て
は
全
体
の
六
割
程
度
が
そ
の
内
容
を
要
約
さ
れ
て

「
明
治
+
年
内
國
勧

国

業
博
覧
會
出
品
解
説
」
と
し
て
公
刊
さ
惣

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

つ
い
て
は
全
体
の
極
く

一
部
が
そ
の
内
容
を
要
約
さ
れ
て
「
明
冶
+
四
年

第

二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
報
告
書
」
に
引
用
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
ま
た
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
つ
い
て
は

「
第

三
回
内
國
渤
業
博
臨見
會

個

規
則
」
第
拾
武
條
に
、

第

九
條

ノ
出
品
目
録
及
出
品
解
説
書

二
依
リ
事
務
局

二
於
テ
出
品
総
目
録
及
出
品
総
解
説
書
ヲ
編
纂
ス
ヘ
シ

出
品
解
説
書
中
公
衆

二
示
ス
コ
ト
ヲ
厭
フ
事
項

ハ
朱
書

ス
ヘ
シ

と
定
め
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
出
品
総
解
説
書
が
編
纂
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
、
未
だ
に
こ
れ
を
見
出
し
得
て
い
な

い
。

]
方
第

一
回
よ
り

第
五
回
に
至
る
内
国
博
覧
会
に
際
し
出
品
人
が
提
出
し
た
解
説
書
の
原
本
に
関
し
て
は
、
そ
の
所
在
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
井
上
暁
子
氏
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
公
文
書
館
に

「
判
決
済
」
の
印
記
の
あ
る
明
治
十
三
年

(
一
八
.八
〇
)

一
月
十

一
日
付
文
書

「
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品

㈲

願
庭
分
之
儀
伺
」
(「東
京
府
縢
回
議
用
」
用
箋
使
用
)
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
出
品
願
に
関
し
て
は
東
京
府
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
特
殊
な
も

の
を
除
き
当
時
既
に
処
分
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
解
説
書
の
方
は
お
そ
ら
く
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
に
よ

っ
て
管
理
さ

れ
て

い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
事
務
局

の
解
散
に
際
し
て
、
ど
こ
か
の
機
関
に
移
管
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
記
載
不
備

の
解
説
書
が
多
数
を
占

悶

め
た
上
、
全
体
の
量
が
彪
大
な
も

の
で
あ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
或
い
は
処
分
さ
れ
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
何
の
手
掛
り
も
得
て
い
な
い
。
た

だ
例
え
ば
長
崎
県
に
お
け
る
よ
う
に
解
説
書

ハ
写
力
)
を
保
存
し
て
来
た
例
も
あ
る
の
で

ハ後
述
)
、
今
後
上
記
各
類

へ
の
出
品
者
所
住
府
県
に
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働

つ
き
、
解
説
書
の
有
無
を
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
て
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

つ
い
て

『.日
本
近
世
窯
業
史
」
に
は
、

内
國
働
業
博
覧
會
は
明
治
十
年
初
め
て
東
京
に
其
第

一
回
を
開
か
れ
た
り
、
然
れ
ど
も
當
時
尚
維
新
勿
々
の
際
各

般
の
事
物
未
だ
備
は
ら

ず
其
審
査
報
告
書
を
覗
る
も
今
日
云
ふ
所
の
窯
業
は
焼
窟
術
な
る
名
稻
の
下
に
煉
化
石
、
素
焼
品
、
耐
火
粘
土
製
品
、
増
塙
、
壷
、
瓦
、
土

器
、
石
器
、
フ
ワ
ノ
・
ア
ン
ス
等

の
匪
別
を
有
せ
し
と
錐
も
、
硝
子
製
品
の
項
は
不
幸
に
し
て
襲
見
す
る
を
得
ず
。
是
れ
蓋
し
斯
業

の
未
だ
極

め

て
幼
稚
の
域
に
あ
り
た
る
を
以
て
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
ろ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ

っ
て
、
上
記

の
如
く
硝
子
製
品
の
区
分
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
第

二
区
第
三
類

「破

璃
及

ヒ
破
璃
器
」
に
は
東
京
府

・
大
坂
府

・
群
馬
県

・
堺
県

・
愛
知
県

・
宮
城
県

・
石
川
県

・
大
分
県
の
二
府
六
県
よ
り
四
十
名

の
出
品
者
が

あ
り
、
ま
た
第
二
区
第
五
類

「
造
家
並

二
居
家
需
用
ノ
什
器
」
お
よ
び
同
第
九
類

「
衣
服
寳
玉
、
及
ヒ
装
飾
」
に
も
ガ

ラ
ス
に
関
係
あ
ろ
製
品

⑬

を
出
品
し
た
者
多
数
が
あ

っ
た
。

「
明
冶
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」

に
は
第

二
区
第
三
類

へ
の
上
記
出
品
者

の
内
か
ら
二
十
五
名
分
の

出
品
解
説
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
第
五
類
お
よ
び
同
第
九
類

へ
の
上
記
出
品
者

の
出
品
解
説
中
に
は
素
地
融
解
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る

も
の
三
件
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
解
説
中
、
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
に
該
当
す
る
も
の
は
以
下
の
二
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第

二
区
第
三
類

・
同
第
九
類

へ
の
出
品
者
の
も

の
で
あ
る
。
な
お
人
名
下
の
丸
中
数
字
は
第
二
区
第
三
類
解
説
中
の
人
名
及
び
統
表

(
第
二
区
製

品

「例
言
」

の
表
記
に
よ

圃

る
)
中
の
人
名
、
更
に
参
考
と
し
て
引
用
し
た

「
明
冶
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
の
内
、

東
京
府
第
二
区
第
三
類
中

の
人
名
そ
れ
ぞ
れ

に
便
宜
上
掲
載
順
に
附
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
解
説
を
み
る
に
際
し
注
意
す
べ
き
は
、
第

一
に
同
書
所
載
の
解
説
文

ば
出
品
者
が
提
出
し
た

「
解
説
取
調
」

の
記
録
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
纂
輯
者
が
こ
れ
を
適
宜
要
約
し
、
或
い
は
表
現
を
変
え
て
い
ろ
点
で
あ

り
、
第
二
に
か
な
り
誤
植
が
あ
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
出
品
人
提
出

の

「解
説
取
調
」
が
見
出
さ
れ
る
ま
で
は
、

一
応
同
書
の
記
載
に
拠

っ
て

論
を
進
め
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
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破
璃
壕

馬
喰
町
三
丁
目

玉
井
勇
次
郎
⑱

製
法

鉛
五
貫
目
ヲ
鍋

二
入
レ
炭
火

二
錯
解

シ
珪
石
末
四
貫
目
ヲ
加

へ
鐵
挺
ヲ
以
テ
概
伴

ス
レ
ハ
鉛
石
混
和
シ
テ
恰

モ
石
粉

ノ
ミ
ノ
如
ク
ナ
ル

ヲ
度

ト
シ
堆
蝸

二
盛
リ
鋪

二
入
レ
烈
火
ヲ
以
テ
鋸
解

シ
適
度
ヲ
測
長
二
尺
五
寸
ノ
鐵
管

二
錯
解
セ
ル
破
璃
ヲ
巻
キ
取
リ
ロ
ニ
テ
吹
キ
膨
脹
セ
シ

メ
形

ヲ
造
リ
鐵
饅

二
水
ヲ
傳
ケ
堤
ロ
ヲ
切
リ
笙
大
小
凡
ソ
十
四
五
ヲ
畳
ミ
入
レ
壕
中

ニ
テ
開
力
シ
メ
五
彩
ノ
糸
ヲ
箸

ニ
テ
璽

二
絡

フ
(コ
博
解
説
　

二
区

ニ
ー
四
類

・
一
三
三
頁
)

物

名

]
府
縣
名

同

骨

季

製

額

償

額

開
業
年
暦

「

弘
化
到

[
工

名

地

名

馬
喰
町
三
丁
目

　
出

品

人

名

千
九
百
六
拾
五
圓

玉
井
勇
次
郎
⑳

曇破
喫
塚

糞
東
京
府

硝
子
瓶
(
一
)絹
練
緒
環
入
東
京
馬
喰
町
三
丁
目

玉
井
勇
次
郎
⑱
は
弘
化
元
年

(
　
八
四
四
)

毅 璃 壕

4貫 目

5

42.6%

57.4

珪 石 末

鉛

論
第六十四表 「明治+年内國

勧業博覧會出品解説」所

載の玉井勇次郎製造 ・二

区三類出品の破璃塚の調

合 ・組成。

(
同

・

一
三
七
頁
)

(同
町

玉
井
勇
次
郎
⑳

(一
一博
目
録
」
勧
饅
局
1-東
京
肘
・吏
二
区
三
類
)

の
創
業
と
い
う
か
ら
、
江
戸
時
代
の
技
法
に
従

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

但
し

「粗
煮
」
「水
に

取
る
」
の
工
程
は
略
さ
れ
て
い
ろ
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る

ガ
ラ
ス
の
成
分
を
算
出
す
る
と
第
六
十
四
表

の
如
く
な
る
。
な
お
纏
は
そ

の
音
ワ
ク
、
「
い
と
わ
く
、

⑳

綜
を
絡

(
マ
ト
)
ふ
具
」
の
義
と
い
う
。

煉
水
晶

堺
縣
和
泉
國
大
鳥
郡
堺
綾
之
町

小
西
九
平

製
法

伊
豫
石
ヲ
播
キ
之
ヲ
鐵
臼

ニ
テ
掲
辞
シ
飾

ニ
テ
籠
ヒ
鍋

ニ
テ
熱
リ
之

二
鉛
ヲ
和
シ
テ
撹
梓

シ

刃

三
,
マ

ハ

ス

其
混
和
ノ
度
ヲ
候
ヒ
壺

二
入
レ
溶
解

シ
テ
泡
沫
ノ
謹
ル
ニ
至
レ
バ
水

二
投

ジ
テ
冷
定
セ
シ
メ
取
リ
出

一32一



シ
テ
再
ビ
揚
キ
飾
ヒ
壷

ニ
テ
溶
カ
シ
製

ス
ル
者
ト
ス
其
法
粘
土
、
白
土
ヲ
混
和
シ
之
ヲ
鐵
線

二
塗
リ
乾
カ
シ

〔割
註
〕
玉
ノ
鐡
線
二
粘
着
セ
ザ
ル
爲

メ
ナ
リ
L

而
シ
テ
硝
子
種
ヲ
棒
端

二
傳
ケ
火
壷
口
頭

二
於
テ
溶
力
ス
ニ
随
ヒ
適
宜

二
鐵
線

二
巻
キ
着
ケ
玉
ノ
形
ヲ
製

ス
ル
ナ
リ
又
階
館
ノ
法

ハ

紫
色
卜
爲
ス
ニ
ハ
焼
青
ヲ
加
ヒ
萌
黄
色

ニ
ハ
銅
粉
、
黄
色

ニ
ハ
鐵
丹
、
瑠
璃
色

ニ
ハ
紺
青
、
淺
黄
色

ニ
ハ

「銅

ハ
ゲ
」

ヲ
加
フ
ル
者
ト
ス

ヲ

ジ

メ

ロ剛
類

鈴

口

、

念

珠

、

簾

、

燈

籠

飾

、

盗
首
飾

(「
一
博
解
説
」
二
区
九
-

一
〇
類
.
九
四
頁
)

物

名

一゚
府
縣
童

製

額

憤

額

開
業
年
暦

工

名

地

名

醤

斤

壼

萬
旦

寳
暦
士

年
蜘

泉
契

島
郡
堺
墾

.
出

品

人

名

煉
水
晶

堺
縣

小

西

=九

些平

 

煉

水

晶

玉

(
一
)
硝
子
、
五
色
、
堺
綾
之
町

(
同

・
二
二
五
頁
)

(同
町

小
西

九
平

(「
一博
目
録
」
京
祁
府
-
愛
知
県
・堺
ニ
ノ
三
)

⑳

小
西
九
平
の
創
業
は
宝
暦
十

一
年

(
一
七
六
一)
と
古
く
、

代

々
玉
類

の
製
造
を
続
け
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

原
料
と
な
る
石
を
粉
末
に
す

る
た

め

一
度
播
い
て

(蝦
焼
し
て
)
か
ら
鉄
臼
で
揚
砕
す
る
技
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
条
だ
け
で
あ
る
が
、

「
和
硝
子
製
作
編
」

に

も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
石
粉
を
購
入
し
て
い
た
者
は
別
と
し
て
、
原
石
の
仕
入
れ

の
段
階
か
ら
作
業
を
行
な

っ
て
い
た
者
は
ほ
と
ん

圏

ど
こ
の
技
法
に
拠

っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
な
お
原
石
で
あ
る

「
伊
豫
石
」
に
つ
い
て
は
諸
書
に
そ
の
記
載
が
み
ら
れ
ず
、
今
後
の
調
査
に
侯
ち

囲

た
い
。
た
だ

「
明
治
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」

の
愛
媛
県
の
部
に
は
、

燧

石

(
一
¥
宇
和
郡
内
海
浦

(条伊
豫
國
)

(同
村

黒
田

奎
藏

燧
石

(
一
)
朝
立
浦

(同
所

片
山
惣

一
郎
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燧
石

(
一
)
宇
摩
郡
中
曾
根
村

(同
村

秋
山

監
策

…
・
(中
略
)
…

・

白

石

(
一
Y
井
内
村

(聾伊
豫
國
浮
穴
郡
)

(同
村

戒
能

仲
次

石
英

(
一
)
新
居
郡
大
生
院
村

(同
村

秋
山

安
平

…
…
…

(中
略
)
…
-
・

石
英

(
一
)
伊
豫
國
浮
穴
郡
五
本
松
村

(同
村

伊
藤

允
譲

石
英

(
一
)
風
早
郡
睦
月
村

(同
村

林

松
三
郎

の
如

く
燧
石

・
石
英
類
の
記
載
が
あ
り
、
こ
う
し
た
も

の
が

「
伊
豫
石
」
と
称
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
本
論
か
ら

や
や
そ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
着
色
剤
に
つ
い
て
は
論
及
せ
ず
、
便
宜

の
た
め
現
わ
れ
る
色
と
着
色
剤
と
の
関
係
を
第
六
十
五
表
に
ま

と
め

て
お
く
。

第
六
十
五
表

「町
治
+
郊
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
小
西
九
平
製
造
の

「煉
水
晶
」
の
着
色
剤

一覧

に

「
第
二
回
内
國
渤
業
博
覧

會
出
品
目
録
」
所
載
の
金

属
鉛
ガ
ラ
ス

明
治
十
四
年

(
一
八
八
一
)
に
開

設
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧

色

紫
色
萌
黄
色

(青
と
黄
と

の
中
間

の
色
-
ー
『広
辞
苑
』ー

,)

黄
色
瑠
璃
色

淺
黄
色

(薄

い
藍
色

・
み
ず

い
ろ
ー

,『広
辞
苑
」1

)

着

色

焼
青

(紫
焼
青

・
紫
呉
須
)

銅
粉
鐵
丹

(弁
柄
)

勘

ス
マ
ル
タ
ピ

紺
青

(花
紺
青

・
薫

馬
爾
多
)

銅

ハ
ゲ

剤

 

会
に
際
し
編
纂
さ
れ
た

「
第
二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
に
は
、
第

一
回
の
場
合
と
略
同
じ
く
、
各
省

・
各
府
県
毎
に
、
各
区
各
類
別

に
物
名

・
素
質

・
特
徴

・
産
出
種
類

・
産
地
製
造
場

・
製
造
人
名

(住
所
)
・
出
品
人
名

(住
所
)
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
各
項
目
の
う
ち
、
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こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は

「素
質
」

で
あ
る
が
、

殆
ど
の
場
合
、

単
に
破
璃
ま
た
は
硝
子
と
記
さ
れ
て
い
る

の
み
で
参
考
と
し
難
い
。

し
か

濁

し
、
時
と
し
て
左
記

の
如
く
原
料
名
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

酒
瓶

(
一
)
硅
石
鉛
」
信
濃
國
小
縣
郡
常
入
村
、
稻
生
金
六
郎

(添
戸
村

寺
島

忠
成

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
こ
の

「
酒
瓶
」
は
明
ら
か
に
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
で
あ
る
が
、
例
え
ば
長
崎
県
の
金
武
良
哲
出
品
の
破
璃
瓶

⑳

他
の
例
の
如
く
、
別
資
料
に
よ

っ
て
珪
石

・
鉛

・
硝
石
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に
、

「第
二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品

目
録
」
に
は

「
珪
石
」
の
み
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
こ
の

「酒
瓶
」
の
場
合
も
硝
石
の
記
載
が
略
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。

倒

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
所
載

の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

昭
和
二
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
は
杉
江
重
誠
氏
が
島
田

一
郎
氏
ら
五
名
に
よ
る
ガ
ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
よ
り

閤

委
嘱
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
業
界
及
び
業
界
外
の
各
方
面
か
ら
提
供
さ
れ
た
多
く
の
資
料
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
、
第
八
章

「
理

㈹

化
學
用
及
び
殴酉
療
用
ガ
ラ
ス
の
獲
達
」
に
は
明
治
初
年
に
ガ
ラ
ス
製
造
を
始
め
た
東
京
府
下
谷
匠
谷
中
清
水
町

一
の
山
崎
豊
太
郎
に
よ
る
懐
古

⑳

談
の
大
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

右
に
あ
げ
た
東
京
の
製
造
業
者
中

の

一
人
で
あ

つ
た
山
崎
豊
太
郎
が
、
明
治
四
十
五
年
頃
に
語
つ
た
昔
話
に
は
、

明
治
十
年
代
の
ガ
ラ
ス

工
業
界
の
事
情
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
の
で
、
次
に
そ
の
大
要
を
掲
げ
る
。

山
崎
豊
太
郎
は
信
州
上
伊
郡
南
美
輪
村

の
出
身
、
明
治
九
年
に
上
京
し
、
あ
れ
こ
れ
し
て
い
る
う
ち
ラ
ン
プ
問
屋
上
総
屋

へ
住
込
奉
公
す

る
こ
と
に
な

つ
た
の
は
同
年

の
秋
で
あ

つ
た
。
仕
事
は
運
搬
の
こ
と
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
店
の
ガ
ラ
ス
工
場

へ
も
た
え
ず
出
入
し
て
そ
の
様

い
と
み
ち

子
を
見
聞
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
時
上
州
富
岡
に
あ
る
製
糸
場
が
、
舶
來
の
ガ
ラ
ス
製
糸
道

の
輸
入
が
杜
絶
し
た
た
め
休
業
し
て
い
る
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こ
と
を
耳
に
し
た
の
で
、
そ
れ
を
試
作
し
て
み
る
決
心
で
上
総
屋
を
僅
か
四
ケ
月
勤
め
た
だ
け
で
や
め
た
。
本
材
木
町
に
家
賃
六
十
五
銭

の

借
家
を
見

つ
げ
、
夜
店
で
玩
具
用
の
ガ
ラ
ス
管
を
買
い
求
め
、
木
炭
を
た
い
て
見
本
を
た
よ
り
に
試
作
し
て
み
た
。
出
來
た
糸
道
を
早
速
製

糸
場

へ
持
参
し
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
直
ぐ
操
業
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
舶
來
値
段
よ
り
五
厘
安

く
し
て
カ
ギ
型
は

一
個
四
銭

五
厘
、
ウ
ズ
型
は
三
銭
と
し
て
、
カ
ギ
型
二
〇
〇
〇
個
、
ウ
ズ
型

一
〇
〇
〇
個
の
注
文
を
受
け
、

]
心
不
齪
に
製
作
し
納
期
通
り
に
持
参
し

た
ら
大
攣
に
よ
ろ
こ
ば
れ
、
見
積
値
以
外
に
金
百
圓
の
謝
禮
を
も
ら
い
、
引
き

つ
ず
き
註
文
を
受
げ
た
。
そ
の
後
製
糸
場
が

一
八
ケ
所
増
設

に
な

つ
て
註
文
が
多
く
な

つ
た
か
ら
、
加
工
の
仕
事
場
を
横
張
し
人
を
雇
入
れ
て
盛
大
に
作
業
を
つ
ず
け
た
。

彼
の
事
業
は
こ
の
よ
う
に
襲
展
し
た
が
、
彼
は
材
料

の
ガ
ラ
ス
管
を
作
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
。
同
業
者
は
ガ
ラ
ス
の
こ
と
と
な
れ
ば

秘
傳

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
、
容
易
に
知
る
方
法
が
な
い
。
や
む
な
く
各
所

の
工
場
を

の
ぞ
く
よ
う
に
し
て
調
合
や
管
引
法
を
會
得
す
る

の
に
苦
心
を
は
ら

つ
た
。
こ
こ
で
や
つ
と
會
得
し
た
管
引
法
は
今
と
同
じ
宙
引
き

の
法
で
あ

つ
て
、始
め
の
頃
は
五
、
六
尺
ほ
ど
し
か
伸
ば
せ

ハマ

マ
リ

な
か

つ
た
が
、
次
第
に
熟
練
し
て
太
さ
均

一
の
も

の
が

一
八
間
も
長
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

つ
た
の
で
、
材
料
の
製
造
と
ガ
ス

加

工
と
が

一
貫
し
て
出
來
る
よ
う
に
な

つ
た
。

當
時
の
ガ
ラ
ス
の
バ
ッ
チ
(調
合
)
は
、
殆
ど
す
べ
て
石
粉
(珪
砂
)
一
と
金
属
鉛
二
で
あ

つ
た
。
鉛
は
酸
化
鉛
を
使
わ
な
い
で
金
属
鉛
の
ま

・
で
調
合
し
た
方
が
ガ
ラ
ス
は
早

く
熔
け
る
が
原
贋
は
高
く
つ
い
た
。
そ

の
後
こ
れ
を
改
良
し
た
ガ
ラ
ス
で
堤
を
吹
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う

う

に

ル
ロ　い

ミ
リ

す

ハ

に
な

つ
た
。
始
め
て
堤
の
註
文
を
受
け
た
の
は
北
海
道
か
ら
海
謄
入
瓶
四
〇
〇
貫
、
岸
田
の
精
鋳
水

(目
藥
)
の
場

一
〇
〇
貫
で
あ

つ
た
。

さ

て
右
の
引
用
文
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
山
崎
豊
太
郎
が
明
治
十
年
代

(
一
八
七
七
-
一
八
八
六
)

の
こ
と
を
明
治
四
十

五
年

(
一
九
一
二
)
頃
に
語

っ
た
昔
話
と
い
う
か
ら
、

約
三
十
年
は
経

っ
て
い
て
部
分
的
に
は
記
憶
違
い
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
誇
張
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は

一
応

こ
の
文
に
よ

っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
豊
太
郎
は
当
初

「玩
具
用
の
ガ
ラ
ス
管
」
を
購
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ガラス管

1

2

31.7%

68。3

石 粉

金 属 鉛

論
第六十六表 「日本ガラス

工業史」所載の山崎豊太

郎による 「ガラス管」の

調合 ・組成。

入
し
て
糸
道

の
製
造
を
行
な

っ
た
が
、
材
料

の
ガ
ラ
ス
管
を
作
る
こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で

豊
太
郎
は

「各
所
の
工
場
を
の
ぞ
く
よ
う
に
し
て
調
合
や
管
引
法
を
會
得
」
し
た
と
い
う
。
当
時
の

調
合
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
石
粉

一
に
対
し
て
金
属
鉛
二
で
あ

っ
た
と

い
う
。
ま
た
鉛
は
江
戸

時
代
同
様
金
属
状
態

の
ま
ま
使
用
し
た
と
も
い
う
。
い
ま
こ
の
調
合
に
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ

ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
、
第
六
十
六
表
に
示
し
て
お
く
。

四

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

『
日
本
近
世
窯
業
史
」
第
四
編

「硝
子
工
業
」

の
内
、

第
三
章

「
現
時

の
硝
子
工
業
」
に
は
、

明
治
二
十
年

(
一
八
八
七
)
頃
ま
で
行
な
わ

舩

れ
て

い
た
と
い
う
顕
微
鏡
用
デ
ッ
キ
硝
子

U
①鼻
αq
ド
加
及
び
オ
ベ
ク
ト
硝
子
用
素
地
の
製
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

顯
微
鏡
用
デ
ッ
キ
硝
子
及
び
オ
ベ
ク
ト
硝
子
の
専
門
製
造
業
者
は
、
泉
南
郡
岸
和
田
町
松
浪
定
吉
、
東
匿
内
久
寳
寺
町
二
丁
目
服
部
政
次

郎

、
南
匠
東
新
瓦
屋
町
木
村
又
兵
衛
、
東
匠
東
雲
町
二
丁
目
市
場
谷
庄
平
等
を
重
な
る
者
と
す
。
就
中
木
村
又
兵
衛
、
松
浪
定
吉

の
雨
工
場

硝
子騙
ガ
ー
ド

轡障
肥後産珪石

鉛

Sio2

PbO

第六 『日本近世窯業史」所

載 兵衛による 「顯微鏡用

プ キ硝子 ・オベク ト硝子」の調

合 ・組成。

は
開
業
の
年
月
甚
だ
古
し
。
當
代
又
兵
衛
の
租
父
又
兵
衛
寛
政
年
間
河
内
よ
り
大
阪
に
出
で
・
眼

鏡
生
地

の
製
造
を
開
始
し
、
次
で
磁
石
蓋
硝
子
及
び
髪
鏡
の
製
造
に
移
り
其
子
の
又
兵
衛
の
代
に

至
り
更
に
細
菌
學
用
デ
ツ
キ
硝
子
の
製
造
に
縛
じ
た
る
も

の
に
し
て
、
實
に
本
邦
に
於
る
斯
業
の

創
始
な
り
と
し
、
明
治
二
十
年
頃
ま
で
は
善
法
に
よ
り
肥
後
産
白
色
の
石
を
粉
末
と
爲
し
、
之
に

鉛
を
八
掛
に
混
合
し
、
信
樂
製
堆
塙
に
容
れ
、
熊
野
炭
に
て
熔
融
せ
し
が
、
現
今
は
上
等
硝
子
暦

を
使
用
せ
り
。

い
ま
こ
の
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
求
め
る
と
、
第
六
十
七
表

の
如

く
な

一・37一



る
。
豊
太
郎
の
管
ガ
ラ
ス
に
比
す
れ
ば
、
鉛
成
分
が
か
な
り
少
な
い
と
い
え
よ
う
。

国

「
傳
家
賓
典
明
治
節
用
大
全
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

明
治
二
十
七
年

(
一
八
九
四
)
に
刊
行
さ
れ
た

「
傳
家
宥
典
明
治
節
用
大
全
」
は
、
節
用
集
の
伝
統
を
継
い
で
実
に
雑
多
な
知
識
を
収
録
し
た
実

團

用
書

で
あ
る
が
、
そ
の

「家
事
経
濟
編

雑
種
門

製
工
類
」
中
に

「
煉
水
晶
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

い

よ

い
レ

や

て
つ
う
す

つ
き
く
だ

ム
る
ひ

な
べ

い

な
ま
り

か
き

ま

つ
ぼ

と

か

あ

は

つ
く

れ
し
す
い
レ
よ
う

煉
水
晶

伊
與
石
を
幡
き
鐵
臼
に
て
揚
辞
き
飾
に
掛
げ
鍋
に
て
熱
り
鉛
を
和
し
て
掻
交
せ
壺
に
入
れ
て
溶
解
し
泡
沫

の
盈
る
に
至
り
是
を
水

と
き
あ
は

ね
ば
つ
ち
し
ろ
つ
ち

は
り
か
ね

ね
ん
ち
や
く

ム
ろ

つ

さ
ま

に
投
し
て
冷
し
又
取
出
し
て
再
ひ
揚
き
再
ひ
飾
ひ
て
更
に
壺
に
入
れ
解
合
せ
さ
て
粘
土
白
土

(珠

の
鐵
線
に
粘
着
せ
さ
る
爲
な
り
)
を
和
し
て

η

か
は
か

が
ら

.,
此
ね

ぽ
う
は
し

つ

ひ
つ
ぼ
ぐ
ち

し
た
が

は
り
か
ね

ま
き

た
ま
か
た

ば
り
か
れ

鐵
線

に
塗
り
乾
し
て
前
條
の
硝
子
種
を
棒
端
に
傳
け
火
壺
口
に
て
溶
解
に
随
ひ
適
宜
に
鐵
線
に
巻
付
け
玉
形
を
な
す
な
り

一
瞥
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
れ
は

「
明
冶
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載

の
小
西
九
平

の

「
煉
水
晶
」
の
解
説
に
依
拠
し
て
記
さ

囲

れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の

「
傳
家
賓
典
明
治
節
用
大
全
」
に
は
上
記

「煉
水
品
」

の
他
に
硝
石
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
の
調
合

一
例
が
記
さ
れ
て
い

る
の
み
で
、
鉛
丹
を
加
え
る
調
合
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
書
が
い
か
に
通
俗
的
な
実
用
書
で
あ
る
と
は
い
え
、
明
治
二
十
七
年
当
時

に
お

い
て
な
お
金
属
鉛
を
用
い
る
古
い
技
法
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

註
11

一
オ
。

ω〕。

{4){3)〔2}({5)

「
明
治
十
年
内
國
渤
業
博
覧
會
規
則
」
(一、博
覧
會
規
則
そ

の
他
」
拾
四
冊

の
内
、

「
獲
」
)
、

京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
。。
&
1
軽
`

「
明
治
十
年
内
國
勧
業
博
覧
會
匝
分
目
録
」

(前
掲
田

『
博
覧
會
規
則
そ

の
他
』

の
内
、
「
襲
」
)
、
四
オ
。

打
越
光
亨
編

『
第
二
回
博
寛
會

規
則

の
わ
け
」
(
延
寿
堂

、
明
治
十

二
年
)
、
二
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
薫
お
ー
担
Φ
〕
。

農
商
務
省
博
覧
會
掛

「
明
冶
+
四
年
第

二
回
内
國
渤
業
博

覧
會
報
告
書
」
第

二
区
第

一
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類

、
明
治
十

六
年
、
四
頁
。
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
謡
I
H
ド
り〕
。

前
掲
倒

「
明
冶
+
四
年
第

二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
報
告
書
』
第

ニ
ー
七
類

・
第
九
-

一
二
類

・
第

一
八
類
、
一
=

頁
。
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「
第

三
回
内
國
渤
業
博
覧
會
規
則
」

(『
第
三
回
内

國
勧
業
博
覧
會
諸
規
則
」

の
内
)
、
ニ
ウ
。
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
蔵

〔
°。
零
-
卜。〕
。

「
第

三
回
内
國
勧
業
博
寛
會
出
品
部
類
目
録
」

(前
掲
囹

『
第
三
回
内

國
渤
業
博
覧
會
諸
規
則
」

の
内
)
、
十
九

ウ
ー
二
十

オ
。

「
第
四
回
内

國
勘
業
博
覧
會
規
則
」

(
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

『
勅

令
第

十
六
號
第
四
回
内
國
勧
業
博
覧
會
場
位
置

・
勅
令
第
十

七
號
第
四
回

内
國
渤
業
博
覧
會
官
制

・
告

示
第

一
號
第

四
回
内
國
鋤
業
博
覧
會
出
品
規
則

・
告
示
第

二
號
第
四
回
内
國
勧
業
博
覧
會
質
店
規
則
」

の
内
)
、

明
治

二
十

八
年
、

七
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
誰
悼
一I
O
°。
ω
〕
。

第

四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
告

示
第

三
號
第
四
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出

品
部
類
目
録
」
明
治

二
十

七
年
、
六
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
癖
陣
1

Φ
。゚
ω〕

。
な
お
第
六
類

は

「
衣
服
、
装

飾
具
其
他
雑
品
」

(同
書
、
三
ー
四
頁
)
、
第

五
部

「
教
育
及
學
術
」

の
内
、
第

三
十
八
類

は

「
教
育
」
(同
書
、

一

八
-

一
九
頁
)
、
第
三
十
九
類
は

「
學
藝
」

(同
書
、

一
九
頁
)
、
第
四
十
類

は

「
署
學
及
衛
生
」

(同
書
、

一
九
-
二
〇
頁
)

で
あ

る
。

「第

五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
規
則
」

(『
第

五
回
内
國
働
業
博
覧
會
諸
規
則
類
」

の
内
)
、
三
頁
。
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
蔵

〔
°。
O
刈
ー
ト。
ω
〕
。

「
第

五
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
部
類
目
録
」
(
前
掲

⑳

「
第
五
回
内
國
渤
業
博
覧
會
諸
規
則
類
」

の
内
)
、
四
二
ー

四
三
頁
。

「
出
品
解
説
書

式
」

(前
掲
ω

「
博
覧
會
規
則
そ

の
他
」

の
内
、
「
稜
」
)、

三
オ
ー

五
ウ
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
冶
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出

品
解
説
」
明
治
十

一
年
序
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
鼎
ミ
ー
切
。゚
己
、

(教
育
博
物
館
本
)
。

前
掲
個

「
第
三
回
内
國
勘
業
博
覧
會
規
則
」

三
ウ
。

「
内
國
勘
業
博

覧
會
出
品
願
庭
分
之
儀
伺
」
(
「本
庁
諸
伺
簿
」
第
二
回
博
覧
会
、

東
京
都
公
文
書
館
蔵

〔
9
NI

U
刈
-
一
り〕
、

井
⊥
暁
子
氏
の
調
査
に
よ

る
。

前
掲
個

「
明
冶
+
年
内

國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
第

一
区
第

一
-
三
類
、
「絡
叙
」
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

智

二
内
國
勘
業
博
覧
會

ノ
事
業

ヲ
経
始

ス
ル
ヤ
豫

メ
省
使
府

縣
等

二
記
式

ヲ
頒
付

シ
テ
出
品

ノ
解
説
書

ヲ
作

ラ
シ
メ
以
テ
他

日
ノ
参
覗
に
供

セ
ン
ヲ
期

ス
既

ニ
シ
テ
出
品
場

二
上
リ
書

モ
亦
随

テ
到

ル
就

テ
之

ヲ
鮎

譲
ス
ル
ニ
膿
裁
梢
備

ハ
ル
者

ハ
僅

二
某

々
ノ
ニ
三
縣

二
過
キ
ス
其
除

ハ
大
低
藏
頭
漱
後
巻

峡
累

々
徒

二
五
車

二
満

ツ
蓋

シ
博
覧

ノ
會

タ
ル
本
邦
未
曾
有

ノ
學

二
係

ル
ヲ
以

テ
出
品
諸
家
其
事

二
熟

セ
ス
而

シ
テ
天
産
人
工
雲
集

霞
籏
其
類

一
萬

二

超

工
其
数
十
萬

二
及

フ
何

ソ
其
書

ノ
完
整

セ
サ

ル
ヲ
怪

マ
ン
ヤ

大

日
本
窯
業
協
会

『
日
本
近
世
窯
業
史
」
第

四
編

「
硝
子
工
業
」

(大

日
本
窯
業
協

会
、
大
正

六
年
)
、

一
一
六
頁
。
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前
掲
倒

「
明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載

の
第

二
区
第

三
類
、
第
五
類
、
第
九
類

へ
の
出

品
者
数
を
記
し
た
。

こ
の
出
品
者
数
は
後
掲
四

『
明
冶
+
年
内

國
勧
業
博
覧
會
出
品

目
録
』
に
拠

っ
て
数
え
た
出

品
者
数
と
異
な
る

の
で
注
意
を
要
す
る
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
冶
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
明
治
十
年
例
言
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
誰
嵩
-O
°。b。
〕
、

(東

京
府
書
籍
館
本

)
。

簡
野
道
明

「
増
捕
字
源
」

(角
川
書
店
、
昭
和

三
十
年
)
、

一
四
三
七
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
審
査
評
語
」
上
、
明
治
十
年
、
自
費

出
品
之
部
、
九

一
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
蕪
N
。。よ
。。
。。〕
。

花
井

一
好

「
和
硝
子
製
作
編
」
(平
井
保
正
編

「
草
思
叢
録
」
巻

三
十
五
)
、
文
政
十

二
年
序

・
附
言
、

稿
本
、

ニ
ウ
ー
四
オ

(本
文
)
。
前

田
育
徳
會
尊

経
閣
文
庫
蔵
。

寺
島
良
安
編

「
和
漢

三
才
圖
會
」
下
、
和
漢
三
才
図
会
刊
行
委

員
会
編
、

(東
京

美
術
、

昭
和

四
十
五
年
)
、
「
総
索
引
」
。

木
内
石
亭

「
雲
根
志
」
今
井
功
訳
注
解
説
、
(築
地
書
館
、

一
九
六
九
年
)
、
「雲
根
志

石
名
索
引
」
。

杉
本

つ
と
む

「
小
野
蘭
山
本
草
綱
目
啓
蒙
-
本
文
.
研
究
.
索
引
ー
』
(早
稲

田
大
学
出
版
部

、
昭
和

四
十
九
年
)
、
「
索
引
」
。

田
中
実

「
宇
田
川
格
篭
舎
密
開
宗
-
復
刻
と
現
代
語
訳
.
注
1
」
(講
談
社
、
昭
和

五
十
年
)
、
「
索
引
」
。

正
宗
敦
夫
編

「
古
名
録
索
引
」

(源
伴
存
撰
)

(
日
本
古

典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
十

二
年
)
。

「
古
事
類
苑
」
51

「
総
目
録
索
引
」
竹
島
寛

・
他
編

「
索
引
」
大
正
三
年
、

(吉
川
弘
文

館
、
昭
和

四
十
四
年
)
。

物
集
高
見

「
群
書
索
引
」
第

一
冊
、

(広
文
庫
刊
行
会
、
大
正
十
四
年
三
版
」
。

渡
邊
貫
編

「
地

學
畔
典
」
(
古
今
書
院
、

昭
和
三
十
年
八
版
)
。

岡
本
要

八
郎

・
木
下
亀
城

「
鉱
物
和
名
辞
典
」
(
風
間
書
房
、
昭
和
三
十

四
年
)
。

吉
木
文
平

「
鉱
物

工
学
」
(技
報
堂
、
昭
和
四
十

三
年

五
版
)
。

化
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編

『
化
学
大
辞
典
」
1

(共
立
出
版
、
昭
和

四
十

一
年
、
縮
刷
版

三
刷
)
。

加
藤
唐
九
郎

『
原
色
陶
器
大
辞
典
」
(
淡
交
社
、

昭
和

四
十
七
年
)
。

上
記

の
諸
書

に

つ
い
て
は
、
索
引
又
は
見
出
し
語

に
当

っ
た
だ
け
で
、
本
文
全
体
を
通
覧
し
た
わ
け
で
は
な

い
。

前
掲
圃

「
明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
静
岡
県
-
琉
球
藩
、
愛
媛

一
ノ
四
。
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宇

田
川
楮
奄

『
舎
密
開
宗
」
天
保

八
年
刊
、
版
本
、
内
篇
、
巻

十
五
、
五
オ
。
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
O
も。O
ー
ω〕
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第

二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
壕
」
弐
篇
壱
、
長
野
県
、

三
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
薫
一
。゚
ー
"。己
゜

本
稿

「
二
十
四

明
治
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ

ラ
ス
」

の
註
㈲
に
対
応
す
る
本

文
を
参
照
。

前
掲

囲

「
第

二
回
内
國
鋤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
弐
篇
壱
、
長
崎
県
、
六
頁
、
九
頁
、
弐
篇

弐
、
長
崎
県
、
三
頁
。

杉
江
重
誠

『
日
本

ガ
ラ
ス
工
業
史
」

(
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、
昭
和

二
十
五
年
)
、

六
四
-
六
七
頁

(後
記
)
。

大

日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書

皿
、
五
八
頁
。

杉
江
重
誠
、
前
掲
書
⑳
、
二
七
四
-

二
七
六
頁
。

大
日
本
　窯
業
協
会
、
前
掲
書

劇
、

八
三
頁
。

博
文
館
編
輯
局

「
得
家
實
典
明
治
節
用
大
全
」
博
文
館
、
明
治

二
十

七
年
、
(芸
友

セ
ン
タ
ー
、
昭
和

四
十
九
年
複
刻
版
)
、
五

一
三
頁
。

前
掲
圖

『
明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出

品
解
説
」
第

二
区
第
九
-

一
〇
類

、
九
四
頁
。

二
十

四

明
治
時

代

の

ア
ル
カ
リ
塩

・
金

属
鉛

ガ

ラ

ス

e

「明
冶
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
区
分
ば
既
述
の
如
く
第
二
区

「
製
造
物
」

の
第
三
類
が

「
破
璃
及
ヒ
破
璃
器
」
、

第
五
類
が

「
造
家
並
に

居
家
需
用
ノ
什
器
」
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
第
五
類
は
更
に
十

一
の
項
目
に
細
分
さ
れ
て
い
て
、
其
五
に
当
る
分
が

「
照

明
ノ
装
置
、
瓦
斯
燈
ノ

い
り
よ
う

あ

か
り

そ
う

ち

が

す

と
う

装

置

、

及

ヒ
行

燈

、

提

燈

、
等

」

と

な

っ
て

い
る

。

燈
籠

・
ラ

ン
プ

火
舎

な

ど

に

つ
い

て

は

、
出

品
者

に

よ

っ
て

こ
れ

を

第

三
類

へ
だ

す

場

合

あ
ん
ど
ん

と
第

五
類

へ
だ
す
場
合
と
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に

「
明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
解
説

=
か
ら
第
三
類
中
原
料

・
製
法
の
記
載
の

ω

あ
る
も

の
十
件
、
第
五
類
中
原
料

・
製
法
の
記
載

の
あ
る
も
の

一
件
の
事
例
を
引
用
す
る
。
さ
き
に
も
断

っ
た
よ
う
に
、
各
人
名
の
下
の
丸
中
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囲

数
字
ば
第
二
区
第
三
類
解
説
中

の
人
名
及
び
統
表
中

の
人
名
、
更
に
参
考
と
し
て
引
用
し
た

「
明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
の
内
、

東
京
府
二
区
三
類
中
の
人
名
そ
れ
ぞ
れ
に
便
宜
上
掲
載
順
に
附
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
。
な
お
統
表
は
本
来
各
類
毎
に
そ
の
末
尾
に

一
覧
表
と

し
て
附
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
各
解
説
文
末
に
統
表
か
ら
相
当
す
る
箇
所
を
抜
出
し
て
附
し
た
。
な
お

『一明
冶
+
年
内
國
渤
業

㈲

博
覧
會
出
品
解
説
」
お
よ
び
後
述
の

「第

二
回
内
國
博
覧
会
出
品
願
井
出
品
解
説
書
」
「
明
冶
+
四
年
第
二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
報
告
書
」
所
載
の

金
属
鉛
ガ
ラ
ス
並
び
に
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
工
程
を
第
六
十
八
表
に
纒
め
て
示
し
て
お
く
。

破
璃
壕

深
川
北
松
代
町
三
丁
目

芝

崎

久

藏
⑥

製
法

素
質
ノ
珪
石
、
鉛
、
硝
石
、
三
品
ヲ
混
合
シ
陶
鍋

二
入
レ
火
中

二
入
レ
之
ヲ
熔
解
ス
七
時
間

ニ
シ
テ
水
桶

二
銘
解
セ
ル
硝
子
ヲ
投
入

シ
大
籠

へ
布

ヲ
敷
キ
之
二
盛
リ
釜

ニ
テ
熱
リ
再
ヒ
堵
塙

二
入
レ
之
ヲ
鋸
解
ス
ル
凡
ソ
六
時
間
鎮
管
ヲ
以
テ
各
其
形

二
随
ヒ
之
ヲ
製
シ
鋏
ヲ
以

テ
載
断

シ
底

ヲ
付
ケ
火
門
ロ
ニ
テ
供
リ
焼
返
シ
鉄
饅
ヲ
以
テ
ロ
端
ヲ
返
シ
鎮
板
上

二
金
剛
砂
ヲ
撒
シ
磨
磋
シ
叉
房
州
砂
ヲ
以
テ
磨
キ
全
成

ス

(コ
博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
類
・
一二
八
頁
)

物

名

「
府
縣
名

[

製

額

一
償

額

畢

年
暦

工

名

地

名

出

品

人

名

破
獲

三
万
五
千
個

千
三
高

一
天
保
到

一鋼

,
謄
川
北
韓

町
三
丁

芝
崎

久
藏
⑳

静
東
京
府

(同
.
一
三
七
頁
)

硝

子

瓶

(
一
)
懐
中
入
小
長
形
深
川
北
松
代

町
三
丁
目

(
二
)茄
子
形

(
三
)吹
茄

子

(
四
)
藥
籠
入
腰
提

(
五
)
笠
栓

(
七
)
(
二

五
)
(
六
)
十

二
本
揃

(
八
)

壼
雨
目
入
廣

口

(九
)
細
口

(
一
〇
)
笠
栓
廣

口

(
一
四
×

一
九
)
(
二
三
)
(
三
〇
)
(
三
四
)
細
口

(
=

)
(
一
五
)
(
一
八
)
(
二
二
)
(
二
九
)
(三
三
)
(
]
二
)
二

爾
目
入
廣

口

(
一
三
)
細

口

(
一
⊥ハ
)
三
南
目
入
廣
口

(
一
七
)
小
口

(
二
〇
)
五
爾
目
入
細

口

(
二

一
)
廣
口

(
二
四
)十
雨
目
入

(
二
六
)
笠
栓
半
斤
入

(
二
七
)小
藥
籠
細
口

(
二
八
)
廣
口

(
ゴ
ニ

)
中
藥
籠

廣
口

(
三
五
)
丸
形
十
南
目
入
細
口

(
三
六
)
廣
口

(
三
七
)
十
五
雨
目
入
細
口

(
三
八
)
廣

口

(
三
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第
六
十
八
表

『
明
治+

年
内
國
勧業

博
覧
會
出
品
解
説
』
『第

二
回
内
國博

覧
会
出品

願
井
出
品
解
説
書』

「明

治
+
四
年
第
二
回
内
國勧

業博

寛
會
報
告
書」

所載

の
ガ
ラ
ス
製
造
工
程一

覧

I

II
II

I

I

I

I

I

1一一

,

l

I

I

咽

芝

崎

久

藏
⑥II
ー攻璃爆

蚤判
争

舞

二

品

I

l

l

I

l
.

l

1

1

1

1

1

1

1

.

宮垣

秀次

郎
⑧

澤
定

次

郎⑨
一

一

金
井金

太
郎⑫

「

皆
川
久
兵衛

塑

細
井
新

藏⑮

奥野

藤
兵
衛
⑯

1

破璃

簾

玉井

勇衣

郎⑱

骨

1
.

伊藤

庄
三

郎
⑳一劉
.鉢

鳥

山

利

八
⑭lII破璃器

内

島

庄
吉
㊧

園

部
英
忠
一

小
西
九

平.

金
武

良

哲1

一一一一　一一

I

l

破璃

器

一

I

I
I

l

l

.

r,

l
-

-

r
-

一

破
璃
算
箸

破
璃
結
晶

畷

鰭

曙

寮卵
蓋

攻
璃
壕

ー

藩
器

叢
製
燈籠

一

煉水

晶

1

ー

ー

破璃

器

熊
崎
安
太
郎

蠕蝸

劉判

鉛
の
塗
融
難
の
余

離
間

㈱ 料
O
殺
入淳の除
去加劉

①,

I

l

　函
○

.

.

I
L
l
l
l
L-
-1

「

鉄
鍋

培

塙(
?
)繊一。

⊃

一

①

一

①シ
百

メ

②
亜
鉛

一

`

}

②蒼

鉛

1

コ

鍋一炭○

一

一

斑

一

」一

〇

①

○

○一②亜鉛】」

一

鍋①

鉄
鍋一①

】I

l
○

l
1

1

1

粉合珪

石
末
の
余熱一珪石末の投
入用具加熱時間一硝石(末)の投

入

一

l
l

l

②㊥(①

㊧
③
の
混合

畦
の

襲
な
し)

,

1一

〇

一

③}時許「O

,

」

鞍

墨籔

勧
塁

②一③(①

②
③
の
混
合法の記載なし)

[

②③載な

し)

③

(①

②
③
の
混合

法
の
記

解謬

④
の

蚤鉛

石
混
和

乾]譲の羅芒舞柘鱒ミノ・ 一

゜

㎜

。

㊥

。

鍍
挺

9

塁
・

一

麗ー

㌔
臼
.
絹　
羅

合
法
の

記載

なし

」

匂

一

-一

1

「

蓬
ノ
屑
板(末

)

面薯

(末
)

(伊

穐
石
末
に

①一を加える)

一

②O(⑫

匿

㊤
を加

え為)

〇三
時
間棚砂

1
「

粗煮容

器容器
の
余
熱時

間燃料加熱時聞冷却

一㎜

○○■増塙

一一

一

〇

一〇II

増
堀一査夜

一

評
夜IO

1̀

一信樂製纒垂尺三

一
炭
r

寸
許
ノ謀

二

十
四
時
間○(敷回)

II

I

信樂

焼
ノ
増
塙熊野産備長炭十時間一」

■

■

壺「泡

沫
ノ

盤
ル
」まで

ll
I
I

l

O-

l
I
l

一一

信樂

壷轟州煎野

備
長炭一盛夜II.○(二回)水槽

1

1水

に
取
る容器用具

陶
鍋七時

間○水桶

-

l

l

大籠

・

布
・

釜(ニテ熱リ)

一

-7

一」一

似
鐵杓

子

1

.

ー1ー

一

一.

l

I

一一

1

一」

l
l
l

一」

I

I

L
.一

ll硝石の添加加熱時間

I

I

lI
」

■

堪

一

塞
焼
ノ

堪一

一

帯

夜

一ー

湛

一

題

○

凡
ソ
十
八
時
間

一

垣
塙

信
婁漉

ノ
瑠
舳崖一日許{十二時間

1

。
(
数
回)

一

[

」

矯

一

堪

一

十
四
時
間

一

堆
蝸

増
塙炭

堆
禍炭二時

間

壷

土
壺

壺炭↑一
査夜

(
二

回)

ILI
l

I

I

1

乾燥用

具
ー
精煮容

器燃料

-

成
形燃
料用具

-

1
除
冷用
具時間

凡
ソ
六
時

間鍛管・銚凸ヲ

以チ載断シ∵(購

粛
糞鷺

亟

シ
Ψ1.ー

1

I

l
l

炭鉄
ノ
管

I

I

l

l

l

I

I

一

堅
木
炭鉄管

鎮
管

一

㎜一

I

I

I

l

罰-露鞭

婁
韓

一一

小増

塙

鎮
管土型

一
I

I

I

一一

鐵
管

鋼蜘

製
窺型一(二注入シ

テ
)11卜

鐵
線粘土
・

白
土

弾
辮
弘

ブ
リ
釜
・

硝
子管・檜盤

}

一

鎮
管I

l

,

ド

ー

「}

.

I

I

I

一一

l

11「.1司1

…

　

.

藁

灰

一」

°叩l

l

」

I

l

l

一

」

稻
藁
灰凡ソニ
十時

間

灰
箱
・

藁
灰

1一

研
磨用
具研磨
材

韻糎金剛

砂
・
房
州砂
晶

1

砥
石

一金剛砂一

1

　

艶
金
剛
砂

㎜

一

占

】
金
剛
砂
・

臨砂
1

1

莞

印
を
付
し
た
玉
井
勇次

郎
⑱
・

小
西
九

平
の

製法

は
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
の
も
の
で

あ
る
が
、

便宜

上
本
表
内
に

記
し
た。○(①②③④)印ば該操作の行なわれたことを示す。III

I

I

I

一



九
)
半
斤

入
細

口

(四
〇
)
廣

口

(
四

一
)
壼
斤
入
廣
口

璃

理

(
四
七
)
冷
瓶

(
四
八
)璃

理

(
四
九
)
麻
藥
瓶

(
四
二
)
五
合
入
廣
口

(
四
三
)
七
合
入
廣
口

(
四
四
)萱

升
入
廣

口

(四
五
)
魚
眼
瓶

(
四
六
)
白

(同
町

芝

崎

久

藏
②

(コ
博
目
録
」
勧
農
局
-
東
京
府
・東
二
区
二
類
ノ
七
)

芝
崎
久
藏
⑥

は
そ
の
創
業
が
天
保
十
二
年

(
一
八
四
一
)
で
あ
る
た
め
か
、

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
破
璃
壕
の
製
法
は
原
料

・
融
解
法
と
も

に
江
戸
時
代
の
技
法
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ

「素
質

の
珪
石
、

鉛
、

硝
石
、

三
品
ヲ
混
合
シ
」
と

い
う
表
現
は
曖
昧
で
あ
ろ

が
、
す
べ
て
の
主
原
料
が
珪
石

(末
)
、
硝
石

(末
)

の
よ
う
に
粉
体
の
場
合
な
ら
ば
と
も
か
く
、

例
え
ば
棒
状
の
鉛

の
よ
う
な
も

の
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
な
お

「
混
合
」
と
い
っ
た
表
現
を
し
て
い
る
と
す
る
と
、
当
時
の
ガ
ラ
ス
職
人
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
恐

ら
く
既
に

「
粉
合
せ
」
の
段
階
の
混
合
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

破
璽

蘇

本
所
外
手
町

宮
・
秀
次
郎
⑧

製

法

鉛

ヲ
鉄

鍋

二
入

レ
武

火

ヲ
以

銘

解

シ
細

末

ノ
珪

石

ヲ
適

宜

二
入

レ

混

和

シ
糞

ル
コ

一
時

許

鉛
珪

石
合

和

シ
粉

ト

ナ

ル

ヲ
見

テ
硝

石

ヲ

適

宜

二
加

へ
信

樂
焼

ノ
堆

塙

二
盛

リ

鑛
中

二
入

レ

烈

火

ニ
テ
焼

ク

「

一
圭
旦
夜

化

シ
テ
硝

子

ト

ナ

ル

之

ヲ
鉄

ノ
管

二
巻

キ
炭

火
中

二
入

レ
鋳
解

セ

シ

メ
恰

モ
飴

ノ
如

ク
手

練

ヲ
以

テ

盃
等

ヲ
製

造

ス
其

著

色

ノ
方

法

ハ
秘

傳

ナ

レ

ハ
記

載

セ

ス
(「
一
博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
類

.
一
二
八
⊥

二
九
頁
)

ヒ

　
　
　
　

　
　

　

物

名

府
縣
名

一

製

額

債

額

嬰

年
暦

工

名

地

名

出

品

人

各

同
斎

盃

季

八

百

圓

明
治
元
年

本
所
外
手
町

砦
破
璃

巽
東
京
府

盃

(
一
)
紅
キ
リ

コ
本
所
外
手
町

○
盃
洗

キ
リ
コ
商
船
瓦
斯
ラ
ン
プ

宮

垣

秀
次

郎

⑪

(同

・
=
二
七
頁
)

(
同

町

宮

坂

秀

次

郎

⑤

二,
一博
目
録
」
勧
農
局
ー
東
京
府

・
東
二
区
二
類
ノ
七
)

一43一



宮
垣
秀
次
郎
⑧
は
解
説
交
で
は
宮
口
秀
次
郎
、
『明
冶
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
で
は
宮
坂
秀
次
郎
と
な

っ
て
い
る
が
、
統
表
に
も
、

㈲

ま
た

「
第
二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
「明
治
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
審
査
評
語
」

に
も
宮
垣
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、

宮
口

・
宮
坂
は

誤
り

で
あ
ろ
う
。
宮
垣
秀
次
郎
の
創
業
は
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)
で
あ
る
が
、

そ
の
融
解
法
は
や
は
り

伝
統
的
な
も

の
で
あ
る
。

た
だ
こ
の

場
合
、
鉄
鍋
で
粉
合
せ
を
し
た
後
、
「粗
煮
」
「水
に
取
る
」
と
い
う
工
程
を
略
し
、
堆
塙
で

「
精
煮
」
を
行
な

っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
は

「
日

㈲

本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の

「
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
」

の
製
法
と
同
様

の
も

の
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
秀
次
郎
は
解
説
の
終
り
に

「
其
著
色

ノ
方
法

ハ
秘
傳
ナ
レ
ハ
記
載
セ
ス
」
と
記
し
、

一
方
上
記

『
出
品
目
録
」
に
は
秀
次
郎
が

「
紅
キ
リ
コ
」

の
盃
を
出
品
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
に
い
う

「着
色
ノ
方
法
」
は
紅
色
の
着
色
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
銅
赤
着
色
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

㈲

と
思
わ
れ
る
。
因
に
秀
次
郎
が
第

二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
と
い
う
切
子
鉢
は
銅
赤
着
色
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

破
璃
器

本
所
松
井
町

一
丁
目

澤

定
次
郎
⑨

製
法

珪
石
末
及
ヒ
亜
鉛
ト
鉛
三
品
ヲ
鉄
鍋

二
入
レ
炭
火
ヲ
以
テ
鋸
解
シ
硝
石
末
ヲ
加

へ
猶
火
度
ヲ
進
メ
撹
梓
シ
之

ヲ
増
塙

二
移
シ
又
火
度

ヲ
檜
シ
テ
鋳
解
シ
之
ヲ
冷
定
セ
シ
メ
冷
水
中

二
投

シ
而
シ
テ
又
増
塙

二
入
レ
鋸
解
シ
硝
石
末
ヲ
加

へ
再
タ
ビ
擁
拝
シ
テ
鉄
管

二
巻
キ
取
リ
ロ

ニ
吹
キ
種
硝
子
ト
ナ
ス
土
製
ノ
鋪
中

二
堅
木
炭

ヲ
熾

シ
此
中

二
硝
子
ヲ
入
レ
ロ
ヲ
以
テ
吹
キ
手
術
ヲ
以
テ
種
々
ノ
形
状
ヲ
造
リ
其
品
類

二
因

リ
金
剛
砂
ヲ
傳
ケ
磨
シ
或

ハ
砥
石

ニ
テ
研
キ
全
成

ス
(コ
博
解
説
」
二
区
一T
四
類
.
≡
九
貝
)

蛇
管
(
一
)蛇
幡
形
本
所
松
井
町

一丁
目

○

ス
イ
シ
ョ
ク
(二
)液
藥

○
バ
ツ
ト
(三
)寓
眞
用

(同
町

澤

忠
次
郎
⑥

(「
一博
目
録
」
勧
農
局
-
東
京
府
・東
二
区
二
類
ノ
七
)

　

　

澤
定
次
郎
⑨
は
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)

の
創
業
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

加
賀
屋
久
兵
衛

の
徒
弟
で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ

一44一



る
よ
う
に
、
や
は
り
伝
統
的

・
正
統
的
な
技
法
を
継
承
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
鉛

・
珪
石
末

・
硝
石
を
主
原
料
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま

　
レ

　
レ

で
も
な
い
と
し
て
、
亜
鉛
を
添
加
し
て
い
る
点
、
ま
た
精
煮
に
際
し
再
度
硝
石
を
添
加
し
て
い
ろ
点
な
ど
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
加

工
用

の
櫨
に

つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
に
価
す
る
。

破
璃
笄
管

小
傳
馬
上
町

金

井

金
太
郎
⑫

製
法

鉛

ヲ
鋳
解
シ
テ
珪
石
末
ト
混
和
シ
之
ヲ
冷

シ
後
チ
硝
石
ヲ
和

シ
再
ヒ
増
蝸

二
入
レ
焼
ク
「
凡
ソ
十
八
時
間

ニ
シ
テ
成
ル
然
レ
ト
モ
色

ヲ
付
ル
ニ
ハ
右
三
品
ヲ
混
和
セ
ル
後
チ
堵
塙

二
入
レ
染
料
ヲ
入
ル
レ
バ
色
ヲ
現

ハ
ス
(「
一博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
類
.
一三
〇
頁
)

物

名

一
府
縣
董

哩

笄
箸

馬
到

千
四1

百 ・貫

目

1製

1額

債

額

開
業
年
暦

千
六
百
圓

明
治
六
年

工

名

地

小
傳
馬
上
町

名

」
出

品

人

名

金
井
金
太
郎
⑭

菅
破
璃

藁
東
京
府

硝

子

(
一
)
五
色
中
差
笄
箸
地
小
傳
馬
町

(同

・
一
三
七
頁
)

(同
町

金

井

金
太
郎
⑩

(「
一博
目
録
」
勧
農
局
ー
東
京
府
・
東
二
区
三
類
)

金
井
金
太
郎
⑫
の
創
業
は
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
と
更
に
下
る
が
、
そ
の
技
法
は
宮
垣
秀
次
郎
⑧

の
も
の
と
略
同
じ
で
あ
り
、
「粗
煮
」
「水

に
取
る
」
の
工
程
が
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

破
璃
結
晶

本
街
四
丁
目

皆

川

久
兵
衛
⑭

製
法

鐘
ヲ
平
地

二
築
キ
炭
火
ヲ
熾

シ
其
中

二
柑
禍
ヲ
入
レ
焼
ク
「

一
書
覆

ニ
シ
テ
珪
石
末
及
ビ
鉛
硝
石
ノ
三
味

ヲ
混
和

シ
堆
塙

二
入
レ
焼

ク
「

一
圭旦
夜
其
鎗
解
シ
タ
ル
ヲ
水

二
入
レ
冷
シ
又
堆
塙

二
入
レ
焼
ク
「

一
日
許

ニ
シ
テ
鋳
解
シ
タ
ル
破
璃

ヲ
鎮
管

二
巻
キ
吹
キ
製
造

ス
(コ
博
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物

名1

解

醒

墜'「

四
類
●

=
二
〇
ー

一
三

一
頁
)

}
府
縣
名

】

製

額

贋

額

=
手

吾

圓
一 }
開
業
年
暦

[

工

名

地

名

一
本
街
四
丁
目

出

品

人

名

破

結
晶

卜
1

皆
川
久
兵
衛
⑰

聾
東
京
府

硝

子

結

晶

(
一
)

○
破
璃
文
房
具
(二
)切
子

ヨ

マ
　

O

瓶

(
二
)
峯

付

(
四
)
種

子
入
瓶

○

漏

斗

(五
)

(同

・
】
三
七
頁
)

(本
町
四
丁
目

皆

川

久
兵
衛
⑳

(二
博
目
録
」
勧
農
局
-
東
京
府
・東
二
区
三
類
)

舳

皆

川
久
兵
衛
⑭
に

つ
い
て

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
に
は
、

加
賀
屋
久
兵
衛
姓
は
皆
川
、
明
治

七
年
高
齢
を
以
て
逝

く
。
其
子
熊
崎
安
太
郎
、
弟
子
井
野
磯
藏
、
澤
定
次
郎
等
皆
斯
業
を
緩
ぐ
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
も
し
こ
の
記
述

の
前
半
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

へ
の
出
品
者
は

二
代
目
久
兵
衛
で
あ
る
こ

吻

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
皆
川
久
兵
衛

の
屋
号
が
加
賀
屋
で
あ
る
こ
と
は

「
日
本
硝
子
細
工
夜
話
」
所
載
の
同
人
の
写
真
の
説
明
に
、

此
鳥
眞

ハ
加
賀
屋

一
家
祖
先
通
称
加
賀
久

皆
川
久
兵
衛

圖

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
、

一
方

「
明
冶
+
四
年
第
二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
報
告
書
」
に
、

皆
川
久
兵
衛

ハ
其
父
嘗
テ
杉
田
成
卿

二
就
キ
テ
西
洋
ノ
器
械
ヲ
製
ス
ル
「
ヲ
學
ヒ
、
業
成
テ
摸
成

ス
ル
「
年
ア
リ
、
久
兵
衛
其
業
ヲ
襲
キ
テ

今

二
至
ル
、
明
治
十
年
渤
業
博
覧
會

二
寒
暖
計
等
ノ
出
品
ア
リ
、
本
年
又
瞼
液
器
寒
暖
計
ヲ
出
ス
、
其
験
液
器

ハ
製
作
精
巧
其
形
状
亦
摸
シ

得

テ
佳
ナ
リ
、
審
査
官
之
レ
ヲ
有
功
三
等

二
擬
ス
、
其
寒
暖
計
ノ
如
キ

一
ハ
養
舘
家
ノ
用

二
共
ス
ル
者
、

一
ハ
華
氏
設
氏
列
氏
ノ
比
較
ヲ
表

ス
、
製
作
可
ナ
リ
、
唯
惜
ム
ラ
ク
ハ
劃
度
柳
精
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
見
ル
、
然

レ
ト
モ
之
レ
ヲ
前
回
ノ
出
品

二
比
ス
レ
バ
其
技
進
ム
ト
云
フ
可
シ
、
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と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
但
し

『
日
本
近
世
窯
業
史

　
か
ら
の
引
用
文
後
半
に
み
ら
れ
る

「其
子
熊
崎
安
太
郎
」

㈹

と
い
う
表
現
は
、
加
賀
屋
皆
川
久
兵
衛

の
実
子
が
、
加
賀
屋
熊
崎
久
兵
衛
の
養
子
に
な

っ
た
場
合
を
除
き
誤
り
と
い
え
よ
う
。
久
兵
衛
出
品

の

㈲

「
破
璃
結
晶
形
」
に

つ
い
て

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
審
査
評
語
」
に
は
、

結
晶
形

ハ
舶
來
品

ノ
摸
造

ニ
シ
テ
工
技
嘉
ス
ベ
シ

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
判
然
と
し
な
、い
。
さ
て
次
に
破
璃
結
晶

の
製
法
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
皆
川
久
兵
衛
の
場
合
も
芝
崎

久
藏
⑧
の
場
合
と
同
様

「
珪
石
末
及
ビ
鉛
硝
石
ノ
三
味
ヲ
混
和
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り

「
粉
合
せ
」
を
了
え
た
状
態

の
も

の
を
余
熱
し
た
増
塙
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
堆
塙

の
余
熱
に
関
説
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
条
だ
け
で
あ
る
が
、
増
塙

個

の
余
熱
に

つ
い
て
は

「和
硝
子
製
作
編
」
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
特
殊
な
工
程
で
は
な
い
の
で
多
く
の
職
人
が
行
な

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ

ろ
。

破
璃
種
痘
管

横
山
町

一
丁
目

細

井

新

藏
⑮

製
法

種
痘
管

ハ
珪
石
末
鉛
硝
石
ヲ
調
和

シ
信
樂
焼
ノ
増
蝸

二
入
レ
鑑

二
炭
火
ヲ
熾
シ
此
中

二
入
レ
十
二
時
間
焼
キ
鋳
解
シ
鎮
棒

二
巻
キ
火

鉗

ニ
テ
狭
ミ
ニ
人

ニ
テ
引
伸
シ
長
サ
ニ
尺
ツ

・
二
切
リ
鐘
ノ
高
サ
ニ
尺
幅

一
尺
六
寸
四
方

ニ
テ
中
央

二
径
三
寸
深
七
寸
ノ
孔
ヲ
穿
チ
内

二
炭

火

ヲ
熾
シ
硝
子
ヲ
入
レ
鋸
解
セ
ル
ヲ
火
鉗

ニ
テ
引
出

シ
寸
尺
ヲ
定
メ
折
半

シ
火

二
入
レ
中
央

ヲ
少

シ
太
ク
ナ
シ
前
後

ヲ
細
ク
引
伸
シ
長
サ
ニ

寸

五
分
ト
定
メ
折
リ
成
ス

吹
込
管

ハ
先
キ
ノ
方
恰
モ
煙
管
ノ
吸
ロ
ノ
如
ク
ニ
シ
本
ヲ
径

一
分
五
厘

二
圓
ク
シ
長
二
寸
七
分
ト
ナ
ス
徐

ハ
前

二
同

シ

畿
卵
蓋

ハ
小
キ
柑
禍

二
入
レ
炭
火

二
焼
キ
破
璃

ノ
長
二
尺
脛
四
分
許
ノ
鐵
管

二
巻
取
リ
石
製
蓋
型

二
管

ヨ
リ
破
璃
ヲ
吹
キ
入
レ
型
ヲ
脱
シ
藁

灰

二
埋
メ
冷

シ
邊

ヲ
裁
切
リ
又
金
剛
砂

ニ
テ
擦
リ
歪
ヲ
平

ニ
シ
底
ノ
方

二
孔
ヲ
穿
チ
細
キ
鐵
棒

二
金
剛
砂

ヲ
傳
ケ
左

リ
ノ
手

二
蓋
ヲ
持
チ
右
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ノ
手

ニ
テ
鐵

棒

ヲ
廻

シ
孔

ヲ
穿

ツ
ナ

リ
(コ

博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
頚
.
;
二
頁
)

物

名

万

縣
名

讐同
外砦
二'種

品推

尊

製

額

頂

額

「
開
業
年
暦

工

名

地

名

出

品

人

名

一舌

五
拾
八
旦

弘
化
元
主

横

山
町

一
丁
目

細

井
新

藏
⑱

芽破
瑚

巽
東
京
府

種
痘
管
(
一
)硝
子

○
吹
込
管
(二
)

○
舞
種
猪
口
(三
)

(
同

・

=
二
七
頁
)

(横
山
町

一
丁
目

細

井

新

藏
㊧

(「
一博
目
録
」
勧
農
局
ー
東
京
府
・
東
二
区
三
類
)

細
井
新
藏
⑮
は
弘
化
元
年

(
一
八
四
四
)

の
創
業
と
の
こ
と
で
、

や
は
り
伝
統
的
な
技
法
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
に
述
べ
ら

れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
素
地
製
法
は
宮
垣
秀
次
郎
⑧

の
場
合
と
同
じ
く

「粗
煮
」

「
水
に
取
る
」

と
い
う
工
程
を
略
し
た
も

の
と

い
え
よ
う
。
ま
た

「
珪
石
末
鉛
硝
石
ヲ
調
和
シ
」

と

い
う
表
現
か
ら
、

「粉
合
せ
」
ま
で
の
工
程
に

つ
い
て
の
記
述
は
省
略
し
て
い
る
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
蚕
卵
盃

の
製
造
の
際
に
石
型
藷
型
を
用
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
石
型
に

つ
い
て
の
記
載
例
は
少
な
く
特

働

記
す

べ
き

こ
と
で
あ
る
。

破
璃
簾

横
山
町
或
丁
目

眞

野

藤
兵
衛
⑯

ン

ロ

ノ

製
法

珪
石
末
八
貫
目
鉛
四
貫
目
硝
石
三
貫
目
蒼
鉛
二
貫
目
信
樂
製
径
壼
尺
三
寸
許
ノ
堆
塙

二
入
レ
方
六
尺
ノ
鐘

二
入
レ
炭
火
ヲ
熾
シ
焼
ク

コ
ニ
十
四
時
間
之
ヲ
水

二
投
シ
焼
ク
コ
敷
回
シ
テ
精
煉
シ
タ
ル
ヲ
鉗

ニ
テ
狭
ミ
取
出
シ
木
製

二
間
位
ノ
樋

二
引
伸

シ
タ
ル
破
璃
ヲ
入
レ
冷
シ

タ
ル
ヲ
又
三
尺
許

二
切
リ
萱
尺
六
寸
四
方
ノ
櫨
中

二
炭
火
ヲ
熾

シ
此
上

ニ
テ
破
璃

ヲ
鋳
解
シ
ナ
カ
ラ
鐵
線

二
巻
キ
目
分
量

ニ
テ
粒
々
二
切
リ

な

マ
　

金
剛
砂

ニ
テ
孔
ヲ
鑛
リ
シ
白
綜

二
貫
キ
長
六
尺
幅
四
尺
ト
ナ
シ
頭

二
径
壼
寸
三
分
方
面
黒
柿
ノ
棒

ヲ
付
ル
此
棒
ノ
左
右

二
璃
破
製

ニ
テ
擬
玉
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ノ
方

軸

ヲ
膠

著

シ
之

二
糸

緒

ヲ
括

リ
付

ケ
先

ノ
方

ハ
緋

紫

白

青

竹

四
色

ノ
絹

糸

ニ
テ
総

ヲ
粧

置

シ
了

製

二
至

ル

(コ

博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
類
.
一
三
二

頁
)

物

名

」
府
縣
童

劃

巽
製

額

債

額

開
業
年
暦

工

名

地

名

葡

千

圓

寛
政
+
年

横
山
町
二
百

出

品

人

名

苦破
曝

尊
東
京
府

簾

(
一
)
破
璃

絹
糸
綴

奥

野

藤

兵

衛
⑳

一

(同
・
=
二
七
頁
)

(横
山
町
二
丁
目

奥

野

藤
兵
衛
@

(「
一博
目
録
」
勧
農
局
-
東
京
府
・東
二
区
三
類
)

奥
野
藤
兵
衛
⑯
は
解
説
文
で
は
眞
野
藤
兵
衛
と
な

っ
て
い
る
が
、
統
表
お
よ
び

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
に
は
奥
野
と
記
さ

れ
て
お
り
、
眞
野
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

奥
野
藤
兵
衛
は
寛
政
十
年

(
一
七
九
八
)

の
創
業
で
、

こ
こ
に
記
さ
れ
た
製
法
は
古
い
技
法
を
伝
え
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
冒
頭
の

「
珪
石
末
八
貫
目
…
…
信
樂
製
脛
壼
尺
三
寸
許
ノ
堆
蝸

二
入
レ
・…
・・炭
火
ヲ
熾

シ
焼
ク
「
二
十
四
時
間

」
と

い
う
表
現
か
ら
み
て
、
工
程
に
関
す
る
記
載
に
は
か
な
り
の
省
略
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
て
こ
の
製
法
中
検
討
す
べ
き
は
主

言

メ

捌

原
料

の

一
つ

「
蒼
鉛
」
で
あ
ろ
う
。
「
シ
ロ
メ
」
に
は
通
常

「白
鐘
」

の
字
を
当
て
る
。
　
和
漢
三
才
圖
會
』
に
ぽ
、

び
や
く
ろ
ふ

し
ろ
め

俗
云
之
呂
女

白
鐘

錫
,上
-
品
。ル者
.名
二
.白
-鑛

罫
與
レ此
同
-名
異
-
品
也

コ
へ
　

ウ

ワ

ン

フ

サ

ク

モ

リ

ノ

も

ク

ヤ

ク

シ

カ

ソ

ム

按

白

-
鐘

造

-
ル
法

鉛

}
1
斤

唐

-
錫

十

雨

相

-
和

、一.錬

、
成

毎

。用

ヒ
.之

.
縫

,.
二
銅

鐵

.
之

耳

鎧

一
,
鋼

二
鍋

-
釜

.
之

脱

-
漏

一
.
或

.注

二藥

鍵

.
裏

一
.
否

-

嬰

湯
韓

鄭
不
レ
可
㌧

喝

.
鋳
土
必
角

・之
物
也
如
甫

二・倭
-錫
㍉
者
不
レ佳
・磯

者
面

用
二語

マ
味
衰

・遇
レ
ヘハ火
・則
沸
嬉

〔割

註

〕

但

錫
多

.
鉛

-
少
キ
者

難

レ遇

㍉

ト
煮

-
沸

一.一其

鍼

不

レ
シ
デ敗

良

」
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㈲

と
記
さ
れ
、
こ
の
記
述
の
系
統
を
引
く
も

の
と
し
て

「本
草
綱
目
啓
蒙
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書

の
記
載
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

〔繹
名
〕
白
鑑

本
邦

ニ
テ
シ
ロ
メ
ノ
コ
ヲ
云
故

二
古
書

ニ
シ
ロ
メ
ノ
コ
ト
ヲ
白
鐘
ト
記

ス
シ
ロ
ノ
ノ
方

ハ
鉛

一
斤
シ
ヤ
リ
十
雨
ヲ
煉
テ
ナ

ス
銅
器
ノ
中

ニ
ヒ
ク
ニ
ハ
下
夕
地

二
松
脂
ヲ
塗
リ
其
上

ニ
シ
ロ
メ
ヲ
ヒ
ク
松
脂
ヲ
用
ザ
レ
ハ
シ
ロ
メ
付
ズ
故

二
氣
味
ノ
注

二
松
脂
鐸
レ
錫
ト

云
銀

ハ
ツ
ギ
モ
ノ
藥
ヲ
云
也

な
お
文
中
の

「
シ
ヤ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
引
用
文

の
数
行
前
に
あ
る
錫
に
つ
い
て
の
説
明

の
中
で

「
鉛
ヲ
雑

ヘ
ザ
ル
ヲ
俗

ニ
シ
ヤ
リ
ト
云

ロ

ユ

に

お

上
品
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
大
言
海
」
に
も
白
鐵
に
関
し
て
類
似
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
次
に

「増
補
語
林
倭
訓
栞
」
に
は
、

し
ろ
め

白
鐙
を
い
ふ
建
保
職
人
歌
合
に
し
ろ
み
の
鏡
見
え
た
り
白
銅
鏡
な
る

へ
し

と
あ
り
、
こ
の
系
統
を
引
い
て

『
大
僻
典
」
に
は
、

し
ろ

め

シ

ロ
ミ

白
銀

白
鐘
に
同
じ
。
職
人
誰
歌
合

・
鏡
磨

「
し
ろ
み
の
御
鏡
は
、
磨
ぎ
に
く
く
侍
」

シ

ロ
メ

白
鑑

我
國
固
有

の
銅
合
金
。
銅
の
外
、
鐵

・
ア
ン
チ
モ
ン

・
砒
素
等
を
含
み
、
そ
の
組
成

一
様
な
ら
ず
。
鐵
し
ろ
め

・
羽
し
ろ

め

・
伊
豫
し
ろ
め

・
豊
後
し
ろ
め
等

の
種
類
あ
り
。
他
金
属
に
混
ず
る
と
き
は
著
し
く
そ
の
流
動
性
を
増
す
を
以

て
、
鋳
造
の
際
に
は
重

用
さ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く

「
大
僻
典
」
の

シ

ロ
メ
セ
ン

之
呂
女
銭

寛
永
銅
銭

の

一
。
江
戸
深
川
平
野
新
田
に
て
鋳
造
せ
し
も

の
。
数
甚
だ
少
な
し
。

も
、
同
様
の
解
釈
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

卿

一
方

「
舎
密
開
宗
」
の

「
蒼
鉛
第

二
百
三
十
三
章
」
に
は
、

ビ

ス

ミ
テ
ユ
ム

比

斯

穆
去

母

ウ

ィ

ス
ミ

ュ
ツ
ト

マ

ル
カ

シ

ッ

ト

ア

ス
ガ

ラ
ー

ウ

ェ
テ

ィ

ン

蒼
錫

ア

ス

ガ

ラ
ー

ウ

ェ
ロ
ー

ド
○
按

二
古

書

三

二
種

ノ
鉛

ヲ
記

ス
所

謂
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白
鉛

ハ
今

ノ
錫
、
蒼
鉛

ハ
比
斯
　
多
、
黒
鉛

ハ
常

ノ
鉛
ナ
リ
○
又
按

二
蒼
鉛

ハ

本
邦
諸
山

二
出

ル
白
目

一
名
伊
豫
白

目
ナ
ル
ベ
シ

ド

へ

く

ア

○
諸
書
ヲ
参
考

ス
ル
ニ
蒼
鉛

ハ
佛
蘭
西
。
濁
乙
。
波
米
密
亜
ノ
銀
坑

二
産
ス
銀
光
鑑
ル
ベ
ク
色
白
黄

ニ
シ
テ
梢
紅
色
ヲ
帯
ビ
質
脆
シ
テ
擢
ケ

易

ク
推
破
ノ
庭
。
砺
紋
ア
リ
テ
小
葉
或
小
銭
ヲ
鱗
次
ス
ル
ガ
如
シ
氣

二
鰯
テ
鋪
漉
ヲ
生
ゼ
ズ
細
末
ス
レ
バ
蒼
色

〔割
註
〕
灰
黒
色
L
ナ
リ
水
ヨ

リ
重
「
九
倍
有
奇

〔割
註
〕
或
云
九
千
八
百
二
十
二
卜
=
禺
ト
ノ
如
シ
」
火

二
鮮
解
ス
ル
「
鉛
錫
ノ
間

二
在
テ
正

二
四
百
六
十
度
ナ
リ

…
...
(下

略
)
…
…

と
記
さ
れ
、
蒼
鉛
を
白
目
、

一
名
伊
予
白
目
に
当
て
て
い
る
。
し
か
し

「
稻
紅
色
ヲ
帯
ビ
」
「瑚
紋
ア
リ
テ
小
葉
或
小
銭
ヲ
鱗
次

ス
ル
ガ
如

シ
」

と
い
う
表
現
は
正
に
自
然
蒼
鉛

Z
的ユ
<
o
玄
q・日
暮
ゴ

の
特
徴
を
適
確
に
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と

こ
ろ
で
本
邦
の
諸
山
に
出
る
と
い
う
白
目
に
つ
い
て

『
鉱
物
和
名
辞
典
」
に
は
次

の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

GD
ヰ
O日
。
白
目

種
々
あ
る
、
ω
輝

コ
バ
ル
ト
鉱

山
口
県
長
登
鉱
山
、
圖
毒
砂
、
大
分
県
木
浦
鉱
山
。

㈹
塊
状
四
面
銅
鉱
、
生
野
鉱
山
。

倒
輝
安
鉱
。
市

ノ
川
鉱
山
、
佐
渡
鉱
山
。
㈲
閃
亜
鉛
鉱
中
の
石
英
の
た
ま

(堀
越
義

一
)
働
宇
都
宮
市
産
大
谷
石
の
う
ち
表
面
に
近
く
産

し
梢
白
色
に
て
硬
い
石
材
。
普
通

の

「
青
目
」
よ
り
良
質
。

以
上
の
う
ち
㈲
お
よ
び
働

(倒

の
誤
)
は
別
と
し
て
、
他
は

一
般
の
金
属
鉱
石
が
金
黄
色
、
駒
色
等
を
示
す
の
に
対

し
、
銀
白
色
を
示
す
と

こ
ろ
か
ら
白
目
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
白
目
ば
特
定
の

一
鉱
物
を
あ
ら
わ
す
語
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

囲

の
意
味
で
伊
予
市
ノ
川
産
の
輝
安
鉱
を
、
白
目
も
し
く
は
伊
予
白
目
と
称
し
て
も
何
等
差
支
え
な
く
、
ま
た

『
鉱
物
和
名
辞
典
」
に
は
、

ω
O
op
蒼
鉛

田
じロ
冨
日
三
ゲ
讐…
…

(中
略
)
…
・-

②
ア
ン
チ
モ
ニ
ー

の
中
国
名
。

と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
熔
奄
が

「舎
密
開
宗
』
に
お
い
て

「稻
紅
色
ヲ
帯
ビ
」
て
い
る
と
い
う
自
然
蒼
鉛
と
伊
予
白
目

(
11
輝
安
鉱
)
と
を

⑳

同

一
視
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
同
じ
く

「
舎
密
開
宗
」
の

「
安
質
没
尼
第
二
百
四
十
四
章
」
に
お
い
て
、
「
安
質
没
尼
」
(
ア
ン
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チ
モ

ニ
、
即
ち
硫
化

ア
ン
チ
モ
ン
、
輝
安
鉱
)
に

「
豫
州
方
言

マ
テ
ガ
ラ
」
(
月
輝
安
鉱
)
を
当
て
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
お

『
本
草
綱
目
」
の
錫
の
条
に
は
、

園

名

白
鐡

〔割
註
〕
音
墜

釧

〔割
註
〕
音
引
費

〔割
註
〕
図

劃

爾
櫃

錫
謂
考

釧

郭

謹

・言

轟

,也
方
命

家
、軸明
一.

之
ヲ賀

一ト
蓋

.錫
以
一}テ臨
レ
.ア賀

.一出
ル
者

一ヲ爲
㌧
美
ト
也
」

と

記

さ

れ

、

要

す
る

に
白

鍾

・
矧

・
賀

が
錫

と

ほ
ぼ

同

義

で
あ

る

と

考

え

て

も

よ

い

の
で
あ

ろ

う

。

ソ

ロ

メ

さ

て
明
治
十
年
代

(
]
八
七
七
ー

一
八
八
六
)
に
お
け
る

「
白
鎧
」
「蒼
鉛
」
の
語
義
を
当
時

の
教
科
書
に

つ
い
て
み
る
と
、

言

メ

三
乏
'

⑳

O
錫
ト
鉛
ノ
合
金
ヲ
白
鐵
卜
稻
シ
鍋
釜
ノ
内
面

二
塗
リ
或

ハ
其
鍼
接

二
用
フ

(松
本
榮
三
郎

「破
物
小
學
」
)

シ。
メ

⑳

錫
卜
鉛
ト
ヲ
混
合
セ
ル
ヲ
白
鋸
卜
云
フ

(辻
敬
之

「
通
常
金
石
」
)

ギ
ン
ド
ウ

セ
ツ
ガ
プ

ホ
ド

コ

フ
チ
ヤ
ク

ラ
フ
ヅ
ケ

ド
ウ

ナ
マ
リ

ハ
ク
ラ
フ

白
鍼

ハ
此
純
錫
卜
鉛
ト
ヲ
混
合
セ
シ
者
ナ
リ
銀
銅
諸
器
ノ
接
合
ス
ベ
キ
庭

二
施
シ
テ
其
附
着

ノ
用
ヲ
ナ
ス
是
ヲ
鐘
附
ト
呼
ブ
又
此
白
鐙

ハ
銅

シ
ロ

ミ

ツ
ギ
ア
ハ
セ

カ
ツ
ツ
ク

ァ
カ
マ

多

ナ
イ
メ
ン

ヌ

サ
ン
ク
ワ

フ
セ

働

鍋

ノ
内

面

二
塗

リ

テ
其

酸

化

ヲ
禦

グ

ニ
用

ヰ

ル
者

ト

ス

(
大
槻

修

二

『、金

石

學

教

授

法
」
)

子
ナ
ベ

ス
"

ワ

シ
ヤ
ク
ラ
ウ

舩

(
鉛

)

錫

ト
和

シ
、

錫

蠣

ヲ
製

シ
、

(
井

上

久

太

郎

「
小
學
博
物
金
石
學
附

金

石

一
覧

圖

解
」
)

マ
セ

ス
寸

天
然
蒼
鉛

〔子
チ
ー
プ
ビ
ス
マ
ス
〕

天
然
蒼
鉛
ノ
結
晶
六
角
屡
ヲ
成

シ
其
菱
角
六
面
ノ
状
殆

ン
ド
方
面

二
似
タ
リ
大
抵
搏
結

ニ
シ
テ
剖
析

完
備
ナ
リ
間
・、粒
状
ナ
ル
者
有
リ
色
及
ビ
條
痕
白
色

ニ
シ
テ
微
紅
ヲ
帯
ブ
硬
度

ハ
ニ
ヨ
リ
ニ
、半

ニ
シ
テ
比
重
九
、八
ナ
リ
…
…

(後
略
)
…
…

圃

(
大
坪
源
造
訳

「
金
石

一
覧
圖
解
」
)

と
あ
り
、
「白
銀
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
を

「
シ
ロ
メ
」
「
シ
ロ
ミ
」
と
訓
じ
、
「
バ
ク
ロ
ゥ
」
と
音
し
、

錫
臓
同
様
、

鉛
と
錫
の
合
金
と
す
る
点

に
お

い
て
略

}
致
し
て
お
り
、
こ
れ
は

「
和
漢
三
才
圖
會
」

『本
草
綱
目
啓
蒙
」
の
系
統
を
ひ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方

「
蒼
鉛
」
に
つ
い
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て
は
明
ら
か
に
こ
れ
を
自
然
蒼
鉛

Z
p昌
く
。
玄
㎝日
三
ず
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て

『
明
治
+
年
内
國
鋤
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
中

の
記
載
に
み
ら
れ
る
如

く

「蒼
鉛
」
に

「
シ
ロ
メ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
不
可
解
に
思
わ
れ
ろ

の
で
あ
る
。
尤
も
例
え
ば

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
報
告
書
」

の
内
、

第

二
区
第
二
i
七
類

・
第

㈱

九
-
十
二
類

・
第
十
八
類
の
部
の

「
凡
例
」
に
は

一
凡
工
藝
ノ
事
ヲ
記

ス
ル
ヤ
常

二
慣
用
ノ
文
字

ナ
キ
ニ
苦
シ
ム
故

二
本
書
往
々
生
語
ヲ
填

シ
之

二
傍
訓

ヲ
施

ス
者
ア
リ
看
者
認
メ
テ
好
奇
ト

倣
ス
「
勿

レ

と
記
さ
れ
て
お
り
、
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
時
に
も
こ
う
し
た
断
り
な
し
に
同
様
の
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
際
、
纂
輯
者

の
新
旧
理
化
学
の
素
養
が
、
填
す
べ
き
生
語
の
選
択
に
大
い
に
影
響
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
当
然
と
い
え
よ

う
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
は
傍
訓
で
あ
る

「
シ
ロ
メ
」
が
出
品
人

の
解
説
書

の
語
で
あ
り
、
纂
輯
者
雨
角
寛
が

「
舎
密
開
宗
」

の
説
に
拠

っ
て

「
蒼
鉛
」
を
こ
れ
に
相
当
す
る
語
と
し
て
択
び
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
当
時
さ
ほ
ど
潤
沢
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ぬ
蒼
鉛

を
、
年
産
出
高
総
計

(代
価
)
よ
り
推
し
て
か
な
り

多
量
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
る

点
を
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て

「
シ
ロ

一
鍼

斤

雨

1

10

白

鉛

唐 錫

Pb

Sn

第六十九表

61.54%

38.46

『和漢三才圖
會』による 「白鑓(し ろ

め)」 の調合 ・組成。 但

し1両 は1斤 の1/16駒 。

メ
」
を
明
治
十
年
代

の
諸
書
に
み
ら
れ
る
如
く
、
鉛
と
錫
の
合
金
と
仮
定
し
、
そ
の
混
合
比
を

『
和

漢
三
才
圖
會
」
に
従
い
鉛

一
斤
、

唐
錫
十
両
と
す
る
と

両
者

の
百
分
比
は

第
六
十
九
表

の
如

く
な

る
。
い
ま
こ
の
表
を
も
と
に

「
シ
ロ
メ
」
二
貫
目
中
の
鉛

・
錫
の
重
量
を
定
め
、
他
主
原
料
と
共
に

融
解
し
た
場
合
、
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
、
第
七
十
表
に
示
す
。
表
よ
り
明

ら
か
な
如
く
こ
の
場
合
酸
化
錫
の
百
分
率
は
七
%
に
も
達
す
る
こ
と
か
ら
、

「
シ
ロ
メ
」

の
添
加
は

恐
ら
く
乳
濁
を
目
的
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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I
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諮
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賜

「
温
謎
+
や
丑
圖
轡
榊
璃
圖
晦
圧
即
輪
聾
」
ヨ
聾
S
恥
献
篭
"
メ
S
翻
ゆ

・
曲
聾
゜
端
融

(
C
ぷ
勝
)
卿
弓
げ
11
9
°罐
凛
'
qn
昌
11
ω゚。°ま
襖
S
ゆ
ゆ
伴

薗
温
C
詩

(料
済
騰
姻
)°

滴
期
烈
湘
識
㊦
墓
"〔
も
ぐ
・̂

や卿
恭
肯
十
口
躍
・
燧
古
十
田
職
蒔
聴
魏
゜

破
曝
切
子
三
組
鉢

大
坂
府
天
神
筋
町

伊

藤

庄
三
郎
⑳

費
暦
十

一
巳
年
肥
前
長
崎
人
和
泉
屋
清
兵
衛
ナ
ル
者
開
業
後
チ
大
坂
天
神
筋
町

二
製
造
所
ヲ
取
設
ク
後
チ
文
化
十
五
丑
年
三
月
先
代
庄
三
郎

傳

習
ヲ
受
ケ
今

二
至
ル

製
法

縦
四
尺
八
寸
横
三
尺
八
寸
ノ
鍾
ヲ
造
リ
其
中

二
堆
蝸
ヲ
入
レ
鉛
五
貫
目
ヲ
鋳
解
シ
珪
石
末
五
貫
目
硝
石
二
貫

七
百
目
ヲ
入
レ
能
ク
煉

合

セ
其
後
復
タ
信
樂
焼
ノ
垣
塙

二
入
レ
熊
野
産
備
長
炭
ヲ
以
テ
十
時
間
焼
キ
鐵
杓
子

ニ
テ
汲
ミ
出
シ
水
中

二
投
シ
冷

シ
後
再
ヒ
堆
塙

二
入
レ

十

四
時
間
焼
キ
復
タ
之
ヲ
小
堀
蝸

二
入
レ
焼
キ
製
ス
(コ
博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
類
.
一三
五
頁
)

凸
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物

名

一
府
縣
名

゜

製

額1

債

額

「

凸

開
業
年
暦

工

名

地

名

繋

切
子
三

大
坂
府

五
万
千
三
拾
挺

一
武
千
五
百
圓

一
寳
暦
十

一
年

,

天
耐
橋
筋
町

卜
咄
』
際

L

伊
藤
庄
三
郎
⑳

芸
破
理

鉢

(
一
)
硝
石
鉛
、
カ
ラ
ス
切
子
、
天
耐
筋
町

○

コ
ツ
プ

(
二
)
(
三
)
カ
ラ

ス
鋳
形
花
墓

○

印

肉

入

(
七
)
丸
角
取
合

(
八
)

○

茶

器

(
九
)

(
四
)
カ
ラ
ス
摺

十
二
角

(同

・
=
二
八
頁
)

(
五

)
カ

ラ
ス
毛

彫

O

瓶

(
六
)
カ
ラ
ス

(全
町

伊

藤

庄
三
郎

(コ
博
目
候
.-=
県
都
府
ー
愛
知
県
・大
坂
ニ
ノ
三
)

岡

伊
藤
庄
三
郎
⑳
の
開
業
沿
革
に

つ
い
て

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
に
は
、

口
碑
の
傳
ふ
る
庭
に
依
れ
ば
、
長
崎
の
商
人
播
摩
屋
清
兵
衛

(姓
は
久
米
)
な
る
者
、
長
崎
に
於
て
硝
子
製
法

の
技
を
修
め
た
り
し
が
、

寳
暦
年
間
大
阪
に
上
り
、
天
満
天
耐
祠
の
前
に
居
を
ト
し
て
硝
子
製
造

の
業
を
開
き
、
管
、
盃
、
其
他
玩
弄
物
を
製
し
て
市
膓
に
講
げ
り
。

之
を
大
阪
に
於
け
る
斯
業
の
始
租
な
り
と
云

へ
り
。
寳
暦
と
い
へ
ば
桃
園
天
皇
の
御
宇
に
し
て
徳
川
九
代
將
軍
家
重

の
治
世
に
當
り
、
今
を

距
る
こ
と
百
五
十
年
前
に
し
て
、
夫
の
生
島
藤
七
が
在
世

の
頃
を
距
る
こ
と
約
百
年
後
に
あ
り
。
故
に
清
兵
衛
は
藤

七
の
弟
子
な
り
と
は
思

は
れ
ざ
る
も
、
或
は
孫
弟
子
位
に
當
る
系
統
あ
る
や
も
計
り
難
し
。
唯
だ
長
崎
に
硝
子
製
法
の
技
工
楡
入
せ
ら
れ
て
よ
り
、
百
年
に
し
て
始

め
て
大
阪
に
斯
業
の
襲
生
を
見
た
り
と
す
れ
ば
、
聯
か
逞
々
た
る
感
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。

其
後
幾
許
の
年
月
を
経
て
萬
屋
庄
三
郎
外

二
名

の
者
、
清
兵
衛
に
就
き
硝
子
製
造
の
技
を
傳
授
せ
ら
れ
た
る
も
、
廣
く
世
間
に
名
の
表
ば

る

・
を
好
ま
ず
、
只
管
秘
密
に
製
造
し

つ
・
あ
り
た
り
と
云
ふ
。
然
る
に
文
政
三
年
に
至
る
や
、
渡
邊
喜
兵
衛
及

び
前
記
萬
屋
庄
三
郎
の
三

代
目
な
る
伊
藤
庄
三
郎
な
る
者
、
斯
業
の
微
々
と
し
て
振
は
ざ
る
を
慨
嘆
し
、
相
謀
り
て
大
に
業
務
の
横
張
襲
展
を
計
ら
ん
と
し
、
多
数
の
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職
工
徒
弟
を
養
成
せ
し
を
以
て
、斯
業
日
を
遂
ふ
て
隆
盛
に
赴
き
、職
工
徒
弟

の
猫
立
し
て
硝
子
工
場
を
経
螢
す
る
者
績
出
す
る
に
至
れ
り
。

-
(中
略
)
-
…
・

降

つ
て
安
政
の
開
港
と
な
る
や
、
外
國
よ
り
幾
多
新
奇

の
物
品
楡
入
せ
ら
れ
た
る
中
に
、
洋
燈
の
類
は
最
も
多

く
需
用
せ
ら
れ
た
り
と
錐

も
、
之
に
要
す
る
火
舎
の
破
損
す
る
こ
と
あ
る
も
、
其
取
替
に
非
常
な
る
不
便
を
感
ず
る
事
、
甚
だ
洋
燈
萱
弘
め

の
障
害
と
な
り
た
り
、
依

て
此
不
便
を
除
か
ん
爲
め
慶
慮

二
年
、
大
阪

の
硝
子
業
者
久
米
長
兵
衛
、
伊
藤
庄
三
郎
の
雨
人
相
謀
り
、
火
舎
製
造
の
業
を
開
け
り
。
然
る

に
技
術
の
未
熟
な
る
は
勿
論
、
生
産
費
も
意
外

の
不
廉
に
し
て
、
製
品

一
個
の
債
は
三
朱
の
高
償
な
り
し
の
み
な

ら
ず
、
洋
燈
に
要
す
る
石

油

一
升
入

一
瓶

の
償
三
分

の
高
便
な
り
し
が
爲
め
に
、
洋
燈
の
流
行
も
豫
想
の
如
く
大
な
ら
ず
、
從
て
火
舎

の
製
造
も
萎
微
と
し
て
振
は
ざ

り
き
、
大
阪
に
於
け
る
硝
子
界
は
斯
の
如
き
情
態
の
間
に
あ
り
て
、
明
治
維
新
の
大
攣
革
に
逢
ひ
ぬ
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
記
解
説
文
の
記
述
と
は
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
。
以
下
主
な
相
違
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

「明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
伊
藤
庄
三
郎
開
業
沿

革
年
暦

寳
暦
十

一年

(
一
七
六

一)
よ
り
後

天
耐
筋
町

長
崎
人

和
泉
屋
清
兵
衛

(製
造
所
を
取
設
く
)

56年 以 内 一一一一一 一一 →1

一・1←→

13年

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の
伊
藤
庄
三
郎
開
業
沿
革
年
暦

寳
暦
年
間

(
一
七
五

一
ー

]
七
六
四
)

天
満
天
帥
祠

の
前

長
崎

の
商
人

播
摩
屋
清
兵
衛

(硝
子
製
造

の
業
を
開
く
)

其
後
幾
許
の
年
月
を
纏
て

萬
屋
庄
三
郎

(仮
り
に
初
代
)

(播
摩
屋
清
兵
衛
よ
り
製
造
法
を
傳
習
)
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(
二
代
清
兵
衛
)
?

文
化
十
四
年

(
一
八

一
七
)

先
代
庄

三
郎

(仮
り
に
初
代
)

(
和
泉
屋
清
兵
衛
二
代
力
よ
り
製
造
法
を
傳

習
)

一 →1←

一 →1

56年 一

← 一一一 一 ・60年 一

1←-4

1←-11年 一 →1←-46年 一 →

鮮
ト
4

(
二
代
庄

三
郎

)

文

政
三
年

(
一
八
二
〇
)

萬
屋
庄

三
郎

の
三
代
目
な
る
伊
藤
庄
三
郎
な
る
者

(活
躍
)

慶
曜
嘔
二
想十

(
一
八
山ハ
山ハ
)

伊
藤
庄

三
郎

(
三
代

力
)

(火
舎
製
造

)

(三
代
)

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)

」

伊
藤
庄
三
郎

(二
代
)

(破
理
切
子
三
組
鉢
)

即
ち
親
方
に
当
る
者
の
屋
号
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
化
政
頃
の
庄
三
郎
が
、
解
説
文
に
従
え
ば
初
代
と
な
り

、
「
日
本
近
世
窯
業
史
」

に
従
え
ば
三
代
と
な
る
と
い
っ
た
鮒
酷
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不

一
致
に

つ
い
て
の
究
明
は
今
後
他
資
料

の
発
見
を
倹

っ

て
行
な
い
た
い
と
思
う
。
庄
三
郎
の
技
法
は
や
は
り
正
統
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
粉
合
せ
の
容
器
と
し
て
鉄
鍋
で
な
く
堆
塙
を
使
用
し
て
い
る

点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
原
料
調
合
比
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
第
七
十
表
に
示
し

て
お

く
。
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破
璃
器

愛
知
縣
三
河
國
幡
豆
郡
西
尾
中
町

鳥

山

利

八
⑳

製
法

三
河
國
加
茂
郡
白
川
村
産

ノ
珪
石
末
鉛
亜
鉛
硝
石
ノ
四
品
ヲ
混
和
シ
堵
塙

二
盛
リ
鑑
中

二
入
レ
錯
解
セ
シ
ム
之
レ
ヲ
以
テ
資
品
ト
シ

鑛
管

ヲ
以
テ
土
型

二
吹
キ
入
レ
形
ヲ
造
リ
直

二
稻
藁
灰

二
埋
メ
凡
ソ
ニ
十
時
間
ヲ
経
テ
出
ス
(コ
博
解
説
」
二
区
ニ
ー
四
類
.
一三
五
頁
)

(同
町

鳥

山

利

八

(コ
博
目
録
」
京
都
府
-
愛
知
県
・
愛
知
ニ
ノ
一〇
)

鳥
山
利
八
⑳
は
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
の
創
業
で
あ
る
が
、

伝
統
的
な
技
法
に
拠

っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
も

「
珪
石
末
鉛
亜
鉛
硝
石
ノ
四

品
ヲ
混
和
シ
」
と
い
う
表
現
は
粉
合

の
具
体
的
工
程
の
記
載
を
省
略
し
た
も

の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
条
に
は
除
冷
時
間
が
記
さ
れ
て

お
り
、
特
記
に
値
す
る
。

破
璃
器

宮
城
縣
陸
前
國
宮
城
郡
仙
台
南
町

内

島

左

吉
⑳

製
法

鉛
ト
珪
石
ヲ
焼
テ
調
和
シ
石
臼

ニ
テ
捧
埣
キ
細
末
ト
ナ
シ
絹
籍

二
淘
シ
ニ
品
合
セ
ハ
百
五
拾
目

二
硝
石
五
百
目
ヲ
加

へ
増
蝸

二
盛
リ

鐘

二
入
レ
炭
火
ヲ
以
テ
焼
キ
鋳
化
シ
鐵
管
ノ
先

二
粘
シ
管
ヲ
吹
キ
テ
形
チ
ヲ
造
ル

(コ
博
解
説
」
二
区
二
ー
四
類
.
一三
五
⊥

三
六
頁
)

冨

額

一
嬰

年
旦

工

名

地

名

一
出

品

人

名

八

萬

個

三

百
圓

農

三
年

一
鰭

署

城
郡
仙
ム。

一剣

島
庄
吉
⑭

菅
破
璃
器

へ
同

・
=
二
八
頁
)
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硝

子
細

工

(
一
)
盃
、
陸
前
國
宮
城

郡
仙
毫
南
町

(
二
)
銀

(三
)
風
鈴

(
四
)
ペ

コ
ヘ
ン

(同
町

内

島

庄

吉

(コ
博
目
録
」
静
岡
県
-
琉
球
藩
・宮
ニ
ノ
一-
二
)

内
島
庄
吉
㊧
は
解
説
文
で
ば
内
島
左
吉
と
な

っ
て
い
る
が
、
統
表
お
よ
び

『
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
で
は
庄
吉
と
な

っ
て
お

馴

り
、
左
吉
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。
内
島
庄
吉

の
創
業
は

「
江
戸
期

の
ガ
ラ
ス
」
に
は
天
保
年
間

(
一
八
三
〇
1

一
八
四
四
)
と
記
さ
れ
、
「
ガ
ラ
ス
の

幽

旅
」

所
載

の

「河
北
新
報
」
記
事
に
は
明
治
四
年

(
一
八
七

一)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

統
表
に
よ
れ
ば
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)

で
あ
る
。
製

法

の
記
述
は
簡
略
で
あ
る
が
、
そ
の
技
法
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。
但
し

「
粗
煮
」
「水
に
取
る
」
の
工
程
は
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
鉛

・
珪
石
の
混
合
物
に
対
す
る
硝
石
の
量
比
が
、
あ
ま
り
に
も
過
大
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

破
璃
製
燈
籠

下
谷
御
徒
町
三
丁
目

岡

部

英

忠

製
法

理
瑠
飾
リ
付
破
環
燈

ハ
破
禦
ノ
屑
板

ヲ
石
臼

ニ
テ
碑
キ
末
ト
ナ
シ
鉛
ヲ
加

へ
堆
塙

二
盛
リ
鐘

二
入
レ
炭
火

二
焼
ク
「
二
時
間

ニ
シ
テ

鋸
解
ス
之
レ
ヲ
鋼
鐵
製
摸
型

二
注
入
シ
テ
形
ヲ
製
シ
金
光
液
其
他
紫
紅
ノ
三
色
液
ヲ
以
テ
草
花
ヲ
讃
キ
蔭
室

二
納
レ
乾
カ
シ
之
ヲ
燈
ノ
外
套

ト
ナ
シ
五
色
ノ
理
略
ヲ
銅
線

ニ
テ
貫
キ
櫻
花
紅
葉
等

ノ
形
ヲ
造
リ
燈
上
ヲ
覆
ヒ
眞
鍮
線
理
路
ヲ
下
垂
ス
ル
「
六
條
下

ハ
十
二
條
四
方

二
四
條

ヲ
下
垂
シ
飾
ト
ナ
シ
全
成

ス
(コ
博
解
説
」
二
区
五
類
.
五
八
頁
)
-
,・..
(後
略
)
…
・一・

一
物

名

万

縣
名
[
製

額

贋

額

開
業
年
暦

工

名

地

名

出

品

人

名

威

董

燈
篁

東
京
府
」
六
拾
八
箱

」
莇

夏

拾
圓
余

同
砦
七
年

二
月

下

谷
蒔

三
丁
目

一
園

部

英

忠

菅明
治

燈
籠
(
一
)破
璃
丸
形
切
子
摸
様
下
谷
徒
町
三
丁
目

破
礫
各
種
摸
様

(
同

・
一
四
四
頁
)
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(幅
岡
縣
士
族

園

部

英

忠
⑬

(コ
博
目
録
」
勧
農
局
1
東
京
府
・東
二
区
三
類
)

園
部
英
忠
は
解
説
文

(第

二
区
第
五
類
)
で
ば
岡
部
英
忠
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
統
表
お
よ
び

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
(第

二
区
第

三
類
)
に
は
園
部
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

岡
部
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

園
部
英
忠
は
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
の
開
業
で
、

そ
の
技
法

は
正
規

の
も

の
で
は
な
く
、
粉
合
せ
の
工
程
で
、
溶
融
鉛
に
カ
レ
ッ
ト
末
を
加
え
る
と
い
う
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ω

「第

二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

㈲

「第

二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
は
既
述
の
如
く
、
各
省

・
各
府
県
毎
に
、
各
区
各
類
別
に
物
名

・
素
質

・
特
徴

・
産
出
種
類

・
産

地
製
造
場

・
製
造
人
名

(住
所
)
・
出
品
人
名

(住
所
)

が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま

「
素
質
」
の
箇
所
に
原
料
名
が
記
さ
れ
て
い
る
条

を
同
書
よ
り
択
び
出
し
、
以
下
に
列
記
す
る
。

破
璃
藥
瓶
(
一
)重
炭
酸
加
里
炭
酸
曹
達
白
石
粉
生
石
灰
」
廣
口
、
撮
津
國
西
厘
新
町
南
通
二
町
目
、
同
上
木
原
茂
平

△
破
璃
藥
瓶
(二
)炭
酸
曹
達
白
石
粉
」
細
口
、
同
上

△
破
璃
藥
瓶
(三
)同
上

△
破
璃
藥
瓶
(四
)白
石
粉
炭
酸
曹
達
瑠
璃
呉
州
硝
酸
加
里
」
廣
口
、
同
上

△
破
璃
藥
瓶
(五
)白
石
粉
炭
酸
曹
達
ル
リ
ユ
ス
硝
酸
加
里
」
同
上

△
破
璃
藥
瓶
(六
)白
石
粉
鉛
炭
酸
曹
達
硝
酸
ソ
シ
ユ
ー
ム
L
同
上

△
破
璃
藥
瓶
(七
)同
上

△
破
璃
香
油
瓶
(入
)鉛
白
石
粉
硝
酸
加
里
」
同
上

▽
破
璃
香
油
瓶
(九
)同
上
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煉

水
晶
(
一)白
石
粉
鉛
硝
石
」
玉
色
外
四
色
、
和
泉
劉
堺
嘔
市
之
町
、
同
上
柴
由
寅
蔽

△
煉
水
晶
(二
)直
石
粉
鉛
硝
石
ペ
ン
忠
ラ
鉄
粉
」
紅
色
、
同
上

△
煉
水
晶
燈
籠
(三
)同
上
」
八
角
形
、
同
上

興

鏡

(
ご

硝
石
鉛
石
」
鶴
、
臼
根

郡
佐
野
村
、
上
瓦
屋
村
松

浪
活
郎

平

△
鍵

鏡

(
二
)
同
上
」
飛
廟
、
同
上

△
握

鏡

(
三
)
同
上
舞
蘭
、
同
上

・…
・・
(
中
略
)

-
…
・

△
婁
[鏡

(
八
)
同
上
」
片
丸
面

、
同
上

・・…
・
(
中
略
)

…
…

△
婁

鏡

(
一
四
)同
上
」
丸
雨
面
、
同
上

△

搬

鏡

(
一
五
)硝

石
鉛
石
」
同
上

…
…

(後
略
)

…
…

豊丁

買鼎
ヨ

翌 木
　

益 原亨

三 茂
導 平

 

(
上

同

町

柴

田

寅

臓

『
=
回
団
韓
」
弐
靖
究

・
究
堪
柵

・
=

一思

(
上
同
村

松

浪

拙

郎

平

昌
=
憾
目
蝉
」
弐
嗣
鼎
・
大
唖
僻
・
四
三
-
剛
四
音
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寒

暖

計

(
一
)
石
鉛
硝
石
ヲ
合
」
瓶

二
入
火
製
、
北
蒲
原
郡
中
條
町
、
齋
藤
権
次
郎

△

吸
筒

管

(
二
)
同
上

△
光

澤
抜

ホ

ヤ

(三
)同
上

(上
同
町

齋

藤

椹
次
郎

(「二
博
目
録
」
弐
篇
弐
・新
潟
県
・
四
頁
)

さ

て
上
記

の
木
原
茂
平
製
造

・
第
二
区
第
三
類
出
品
の
破
璃
薬
瓶
の
う
ち

(
一
)
か
ら

(
五
)
ま
で
は
所
謂
ア
ル
カ
リ
石
灰
ガ
ラ
ス
・
ア
ル

カ
リ
ガ
ラ
ス
で
あ
る
が
、
(六
)
(
七
)
及
び
破
璃
香
油
瓶
は
明
ら
か
に
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。
ま
た
柴
田
寅
藏
製
造

・
第
二

区
第

三
類
出
品

の
煉
水
晶

(
一
)
(
二
)
及
び
煉
水
晶
燈
籠
、

そ
れ
に
松
浪
治
郎
平
製
造

・
第

二
区
第
十

一
類
出
品
の
各
種
髪
鏡

(
一
)
1
(
二

〇
)、
齋
藤
権
次
郎
製
造

・
第
二
区
第
三
類
出
品
の
寒
暖
計

・
吸
筒
管

・
光
沢
抜
ホ
ヤ
も
亦
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
に
同
じ
製
造
者

(木
原
茂
平
)
が
、
恐
ら
く
使
用
目
的
を
考
慮
し
た
上
で
、
原
料
を
変
え
て

(必
然
的
に
融
解
工
程
を
変
え

て
)
薬
瓶
を
製
造
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
特
記
し
て
お
き
た
い
。

国

「第
二
回
内
國
博
覧
会
出
品
願
井
出
品
解
説
書
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

昭
和
五
十
年
六
月
、
佐
藤
潤
四
郎
氏

・
小
田
幸
子
氏

・
辰
澤
速
夫
氏
は
佐
賀
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
同
館
所
蔵
の

「第

二
回
内
國
博
覧
会

出
品
願
井
出
品
解
説
書
」
中
に
金
武
良
哲
出
品
の
破
璃
器
に

つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
こ
と
を
見
出
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
工
芸
研
究
会
第
三
回
委
員
会

⑳

に
お

い
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
前
田
泰
次
氏
を
研
究
者
代
表
と
す
る
昭
和
五
十

「
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
総
合
研
究
ω

「
江
戸

後
期

に
於
け
る
日
本
ガ
ラ
ス
研
究
」
の
た
め
の
調
査
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
原
本
に
つ
き
確
認
し
得
た
。
こ
の
解
説
書
は
本
人
差
出
し

の
も

の
を
県
勧
業
課
が
控
と
し
て
筆
写
し
た
も
の
の
如
く
思
わ
れ
、
例
え
ば

『
明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
解
説
」

の
如

く
内
国
勧
業
博
覧
会
事
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務
局
に
お
い
て
纂
輯
者
が
要
約
し
、
も
し
く
は
書
き
改
め
た
も

の
と
異
な
り
、
各
項
目
に

つ
い
て
の
記
述
に
省
略
が
み
ら
れ
ず
資
料
と
し
て
貴

⑳

重
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

物

一
破
難

一
方

鞘

暑

縣
下
肥
前
国
佐
賀
郡
中
町
四
拾

蕃

戸

名

、

桝

(朱
}
口叩

一
言

一

　
泓

一

士
族

金

武

良

哲

産

地
製
造
場

長
崎
縣
管
下
肥
前
國
佐
賀
郡
多
布
施
村
之
精
煉
舎

素
質珪

石

硝
石

鉛

浦
奄

曹
達

製
造
用
品

金
剛
砂

防
州
砂

藁
灰

製
造
法

珪
石
ヲ
踏
臼

ニ
テ
細
末

ニ
ナ
シ
鉄
鍋
二
入
レ
鉛
ヲ
加

へ
火

二
登
セ
混
和
シ
冷
シ
テ
硝
石
漏
奄
ヲ
加

へ
土
壺

二
入
レ
之
ヲ
櫨
中

二
納
メ
炭
火

ニ
テ
溶
解
シ
之
ヲ
管
端

二
付

シ
品
ζ
ヲ
製
ズ

螺

年
暦

今
ヲ
矩

ル
三
十
年
前
則
嘉
永
年
間
旧
佐
賀
領
主
鍋
島
閑
隻
公
西
洋
ノ
製
薬
及
ヒ
器
械
類

ノ
必
用
ナ
ル
「
ヲ
先
見
セ
ラ
レ
理
学
化
学
ノ
学
校

井
製
薬
場
工
作
場
等
建
設
セ
ラ
レ
シ
ニ
創

マ
リ
ボ
後
明
治
三
年
佐
賀
縣
聴
ノ
支
配

二
属
シ
尋
テ
伊
万
里
縣
塵

二
附
厨

シ
官
費
官
俸
ヲ
以
維

く

ζ

、
、
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持
ノ
義

ハ
霰
プ
レ
該
場
ノ
枢
利
ヲ
以
維
持
致
来
リ
明
治
五
年
佐
賀
縣
晦

ヨ
リ
抑
下

二
付
引
受
ノ
侭
連
綿
営
業
ス

≧
(朱
)

製
造
器
械

踏
臼

風
管
櫨

鉄
鍋

土
壷

形

小
手

ハ
シ

鉄
盤

灰
箱

ア
ブ
リ
釜

硝
子
管

檜
盤

産
出
種
類

ホ
ヤ

液
計

切
子
瓶
類

丸
瓶
角
瓶
類

廣

口
瓶
類

ラ
ン
プ

角
球

湯
呑

乳
鉢

乳
棒

燗
瓶

産
出
高
総
計

試
製
中

二
付
未
定

「開
業
沿
革
年
暦
」
に
よ
る
と
佐
賀
領
主
鍋
島
閑
隻
は
嘉
永
年
間
に

「
西
洋
ノ
製
薬
及
ヒ
器
械
類
」

の
必
要
上
、

「理
学
化
学
ノ
学
校
井
製

薬
場

工
作
場
」
を
創
設
し
、
こ
こ
で
ガ
ラ
ス
の
製
造
も
併
せ
行
な
わ
せ
た
。
維
新
を
経
て
工
場
は
明
治
三
年
佐
賀
県
庁

の
、
次
い
で
伊
万
里
県

庁
の
所
管
と
な
り
、
明
治
五
年
払
下
げ
ら
れ
て
、
爾
後
精
煉
舎
と
し
て
経
営
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
上
記
の
如
く
そ
の
所
管
が
三
度
に
亘
り
変

更
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
都
度
職
人
ま
で
交
替
さ
せ
ら
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
製
法
が
江
戸
時
代

特
有

の
技
法
で
あ
る
こ

幽

と
よ
り
推
し
て
、
藩
政
時
代
に
蘭
書
か
ら
得
た
ガ
ラ
ス
製
造
法
に

つ
い
て
の
知
識
は
少
な
く
と
も
素
地
製
造
に
、
恐
ら

く
何
ら
本
質
的
な
影
響

を
及

ぼ
さ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
記
録
ば
調
合
比
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
原
料

・
融
解
法

・
器
具
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
原
料
に
珪
石

・
鉛
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
と
も
か
く
、
ア
ル
カ
リ
原
料
と

し
て
硝
石
の
他
に
曹
達

(
ソ
ー
ダ
)
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
満
奄

(
マ
ン
ガ
ン
)
が
恐
ら
く
消
色
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
製
造
器
具
と
し
て
、
小
手

・
ハ
シ

(箸
)
・
鉄
盤

・
桧
盤
な
ど
加
工
用
具
、

そ
れ
に
除
冷
用
の
灰
箱
が
記
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き

で
あ

る
し
、
更
に
恐
ら
く
吹
竿
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ガ
ラ
ス
管
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
は
特
に
注
目
に
値
す
る
。
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㈲

「
明
治
+
四
年
第
二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
報
告
書
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
明
治
+
四
年
第
二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
報
告
書
」

の
内
、
「第
二
厘
第
十
四
類
第
十
五
類
第
十
九
類
」

の
部
は
審
査
部
長
近
藤
眞
琴
に
よ
る
も

の
で
、
そ
の
内
、
十
四
類

「
教
育
及
ヒ
、
學
術
ノ
器
具
」
の
其
六

「
理
化
學
、
天
文
學
、
敷
學
、
航
海
術

ノ
器
具
、
装
置
等
」
で
は
東
京
府
の

㈹

熊
崎
安
太
郎
出
品
の
製
品
に

つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
参
考

の
た
め

「第

二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
か
ら
関
係
箇
所

を
併

せ
引
用
し
て
お
く
。

東
京
府
ノ
熊
崎
安
太
郎

ハ
硝
子
製
造
ヲ
業
ト
ス
ル
者

ニ
シ
テ
、
出

ス
所
理
化
學
附
屡
器
械
ア
リ
、
其
硝
子
製
造
ノ
原
質
左
ノ
如
キ
者
ヲ
用
フ

石
粉

美
濃
垣
野
村
産

十
分

鉛

陸
中
仙
墓
細
倉
山
産

一
分

大
棚
砂

朝
鮮
産

六
分

堅
牢
ナ
ル
硝
子
ヲ
製
ス
ル
ニ
ハ
、
右
三
種
ノ
比
例
ノ
如
キ
分
量

ヲ
取
リ
先
ツ
鉛
ヲ
熔
解

セ
シ
メ
次

二
石
粉

ヲ
投

シ
、
擁
揉

ス
ル
「
凡
三
時
間

ニ
シ
テ
棚
砂
ヲ
和
シ
、
信
樂
壺

二
入
レ
紀
州
熊
野
備
長
炭
ヲ
用
ヒ
テ
貢
ル
「

一
書
夜
間

ニ
シ
テ
、
汲
ミ
テ
之
レ
ヲ
水
槽

二
致
シ
、
冷
了
シ
テ

後
粉
末
ト
シ
、
再
ヒ
壺

二
入
レ
テ
交
ル
「

一
書
夜
鉛
ト
瑚
砂

ノ
氣
ヲ
去
リ
、
水
槽

二
致

シ
テ
冷

エ
シ
メ
テ
末
ト
ナ
シ
、
復
タ
壺

ニ
テ
寅
ル
「

一
書
夜
、
石
粉
ノ
ミ
ノ
鎗
解
物
ト
ナ
ル
、
是
堅
牢
ナ
ル
硝
子
ノ
原
質
ナ
リ
、
之
レ
ヲ
鑛
管

二
巻
キ
取
リ
吹
キ
立
テ

・
劇
藥
ヲ
貯
蓄
ス
ル
瓶
或

ハ
理
化
學
用
ノ
器
械
ヲ
作
ル

熊

崎
安
太
郎

ノ
作
ル
所

ハ
、
多
年
勉
拗
ノ
効
ヲ
槻
ル
ニ
足
ル
ヲ
以
テ
審
査
官
之
ヲ
有
功
三
等

二
擬
シ
タ
リ

(三
憾
報
告
」
二
区
西
⊥

五
.
一九
類
.八

二
頁
)

理

學

附

属

器

械

(
一
)
破
璃
堅
種
製
、
日
本
橋
厘
通
盤
町
熊
崎
安
太
郎
△

化

學

附

屡

器

械

(
二
)同
上

(コ
一博
目
録
」
弐
爲
壱
・
東
京
府
・
二
七
二
頁
)
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熊
崎
安
太
郎
は
前
記
の
如
く
加
賀
屋
熊
崎
久
兵
衛
の
跡
を
継
ぐ
者
で
あ
り
、
正
統
的
な
技
術
を
継
承
し
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

『
第

二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
に
い
う

「
破
璃
硬
種
」
の
製
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
尤
も
当
人
差
出
し
の

「
解
説
取
調
」
そ
の
ま
ま
で

種
牙

一%

露

騨

帳

響

は
芝

審
査
部
長
近
萱

琴
が
圭.き
甕

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

10

1

6

撚

腿

硬

石 粉

鉛

大 醐 砂

Sio2

B203

PbO

Na20

第七十一表 「明治+四

二回内國勧業博覧會

書」所載の熊崎安太

造 ・二区一四類出品

破璃硬種製」理化学

器械の調合 ・組成。

醐砂」ばとりあえず

醐砂Na2B407と し

算した。

う
。
原
料
は
硝
石
の
代
り
に

(
大
)
棚
砂
を
用

い
、
石
粉

・
礪
砂
に
対
す

る
鉛
の
量
比
は
極
く
小
さ
い
。
「
粗
煮
」
(
一
昼
夜
)

「
水
に
取
ろ
」

の
工

程
を
二
度
繰
返
す
と
い
う
非
常
に
手
間
を
要
す
る
製
法
と
い
え
よ
う
。
な

お
、
こ
こ
に
い
う

「
硬
種
」
は
棚
珪
酸
ガ
ラ
ス
で
あ
り
、

「
和
硝
子
製
作

編
」
に
い
う

「
硬
種
」

「
極
硬
種
」

と
は
類
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

圃

な
お
鉛
を
産
す
る
細
倉
山
と
は
陸
前
栗
原
郡
の
細
倉
鉛
山

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

国

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
所
載
の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」

の
第
十
七
章

「各
地
方
ガ
ラ
ス
工
業
の
獲
達
と
現
状
」
に
は
、
明
治
十
年
代
の
新
潟
県

の
ガ
ラ
ス
工
業
に

つ
き
以

㈲

下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ

せ
ん

新
潟
縣
の
ガ
ラ
ス
工
業
は
、
明
治
十
三
年

(
一
八
八
〇
年
)
に
始
ま
る
。

こ
の
年
に
中
蒲
原
郡
五
泉
町
の
大
橋
正
吉
が
同
志
爾
三
名
と
は
か

ご

せ
ん

り
、
東
京
か
ら
ガ
ラ
ス
職
工
増
山
十
郎
を
招
き
、
五
泉
町
で
五
泉
破
璃
製
造
所
を
設
け
て
ガ
ラ
ス
製
造
を
始
め
た

の
が
、
本
縣
に
於
け
る
嗜

矢

で
あ
る
。
そ
の
時

の
燃
料
は
木
炭
を
用
い
、
ガ
ラ
ス
原
料
に
は
東
蒲
原
郡
津
川
町
附
近
に
産
出
し
た
珪
石
を
用

い
、

こ
れ
に
カ
レ
ツ
ト
、

硝
石
、
鉛
を
加
え
て
ラ
ン
プ
ホ
ヤ
、

ハ
ッ
力
壕
、
オ
モ
チ
ヤ
な
ど
を
製
造
し
た
。
然
し
こ
の
工
場
は
四
年
ほ
ど
操
業
し
て
明
治
十
七
年

(
一

入
八
四
年
)
に
塵
業
し
た
。
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引
用
文
中
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
潟
に
お
け
る
こ
の
五
泉
破
璃
製
造
所
は
、
そ
の
技
術
を
東
京
か
ら
招
か
れ
た
ガ
ラ
ス
職
工
増
山
十
郎
に

負
う
て
お
り
、
そ
の
原
料
も
伝
統
的
な
珪
石

・
硝
石

・
鉛
を
用
い
て
い
る
。
融
解
の
手
順
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
く
伝
統
的
な
手

法
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

因

「鱒
家
寳
典
明
治
節
用
大
全
」
所
載
の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

働

「偲
家
寳
典
明
治
節
用
大
全
」
の

「
家
事
経
濟
編

雑
種
門

製
工
類
」
に
は
ガ
ラ
ス
製
造
に

つ
い
て
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

が

ら

す

け
い
せ
き
ふ
ん
ま
つ

な
ま
り

せ
う
せ
き

そ
う
ぞ
コん

る
つ

ぼ

さ
か
ん

わ
か

よ
う
か
い

破
禦

珪
石
粉
末
八
貫
目
鉛
四
貫
目
硝
石
三
貫
目
蒼
鉛
二
貫
目
を
増
鍋
に
入
れ
火
勢
を
熾
に
し
二
十
四
時
間
十
分
に
沸
し
溶
解
せ
し
め
水
に

せ
い
れ
ん

あ
め

て
つ
く
わ
海

く
だ
の
は
し

ふ
く

い
き

ぼ
う
ち
や
う

て

O

ざ

投
し
又
焼
き
又
投
し
数
回
精
煉
し
飴
の
如
く
な
る
を
鐵
管
に
巻
き
取
り
管
端
を
口
に
含
み
息
を
吹
き
込
み
膨
脹
せ
し
め
種
々
の
手
術
を
以
て

う
つ

わ

た
と

に
言

つ
く

て
つ
せ
ん

ま
き

つ

た

ま
か
た
ら

つ
く

n

と

こ
ん
こ
う
し
や

ふ

あ
な

み
が

一
切
の
器
物
を
製
す
る
な
り
讐
へ
は
玉
を
造
る
に
は
資
料
を
鐵
線
に
巻
付
け
玉
状
を
造
り
更
に
抽
き
取
り
て
金
剛
砂
を
鐵
線
に
付
し
孔
を
磨

う
つ

ぼ

て
つ
く
わ
ん

す
こ
し

う
り

か
た
ら

う
り
や
う

か
し
ら

つ
け

き
き

く
な
り
ゴ
ツ
ブ
を
製
す
る
に
は
先

つ
増
鍋
よ
り
鐵
管
に
取
り
少
く
吹
き
て
瓜
の
形
に
し
た
る
に
別
の
鐵
管
を
其
瓜
様

の
頭
の
方

へ
着
て
前
の

か
た

は
き

み

き
び

と

て
つ
い
た

こ

て

く

ら

ひ
ろ

か
た

鐵
管
の
方
を
鐵
鋏
に
て
三
分

一
上
の
方
よ
り
勇
採
れ
は
細
長
き

コ
ッ
フ
の
形
を
な
す
是
を
鐵
板
の
上
に
置
き
猶
ほ
鐵
饅
に
て
口
端
を
撰
け
形

ち

つ
く

ひ
ん

は

さ

み

せ
つ
だ
ん

モ
こ

つ

ひ

ま

ぐ
ら

あ
お

や
き
か
へ

こ

て

く

状
を
造
る
な
り
又
堤
を
製
す
る
に
は
前
條
の
如
く
吹
き
て

一
箇
毎
に
鐵
鋏
に
て
戴
断
し
其
底
を
附
け
火
門
口
に
て
娯
り
焼
返
し
鐵
鋏
に
て
口

ら

か
へ

こ
ん
こ
う
し
や

さ
ん

ふ

み
が

あ
ぐ

き
ら
は
ら

か

に

ふ
き
こ
み

か

た

端
を
返
し
或
は
鐡
板
上
に
金
剛
砂
を
撒
布
し
磨
き
上
る
な
り
又
皿
鉢
の
類
は
摸
型
を
吹
込
て
製
す
る
も
の
な
り
故
に
種
々
の
紋
様
を
得
る
こ

と
多
し

圏

さ
て
最
初

の
素
地
製
造
の
部
分
は

『
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
奥
野
藤
兵
衛
の

「
破
璃
簾
」
の
調
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
り
、
わ
ず
か
に

「
蒼
鉛
」
の
振
仮
名

「
シ
ロ
メ
」
を

「
そ
う
え
ん
」
と
変
え
た
点
が
異
な
る
。
こ
れ
ば
お
そ
ら
く
編
者
が
、
振
仮
名
よ
り

も
本
文

の
真
名
を
重
視
し
、
そ
の
真
名
に
対
す
ろ
正
し
い
振
仮
名
に
変
え
た
為
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
器
物
の
製
作
法
が
や
や
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
特
に
コ
ッ
プ

の
条
で
、
ボ
ン
テ
竿
を
利
用
す
る
技
法
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
記
す
る
に
値
す
る
と
思
う

。
な
お
こ
の
調
合
か
ら
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破 潔

8貫 目

4

3

2

%50,2

14.0

27.0

8.8

珪石粉末

鉛

硝 石

蒼 鉛

Sio2

Bi203

PbO

K20

第七十二表 『傳家篶典明治

節用大全」所載の 「破環

」の調合 ・組成。蒼鉛(

そ うえん)はBi=100%

と仮定した。第七十表奥

野藤兵衛の欄を参照。

生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
は
第
七
十
二
表
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

倒

「
少
年
工
藝
文
庫
」
所
載

の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

『
少
年
工
藝
文
庫
」

の
第
六
編

「
硝
子
の
巻
」
の
第

⊥ハ
回

「
硝
子
の
原
料
」
の

閲

内
、
「重
な
る
原
料
」、
原
料
調
合
の

「
第
二
例
」
の
条

に
は
、

ぼ
く

せ
ん
ね
ん

こ
　
にワ
ヨ
　

き

な
ま
り
が
ら
す

せ
い
ブ
　

げ
ム
リ
ヨ
　

ち
ヨ
ロ
ゴ
　
わ
り
あ
イ

僕

が
、

先

年

、

あ

る

工
場

で
聞

い

た
鉛

硝

子

製

造

の
原

料

の
調

合

割

合

は

、

…
…

(
中
略
)

…
…

又

、

・
漏
九

ド

ー

ー

n
〒
告

,

ー

此

h

ゆ

血

硅
石
粉

八
〇
〇
匁

鉛

四
〇
〇
匁

硝
石

三
〇
〇
匁

燕
鉛

二
〇
〇
匁

の
割
で
や
る
の
も
あ
る
と
聞
い
て
を
り
ま
し

た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『硝
子
の
巻
」
の
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
引
用
文
を
文
面
通
り
解

釈
す
れ
ば
、
こ
れ
は
明
治
時
代
中
期
頃
の
所
謂

「
鉛
ガ
ラ
ス
」

の
調
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
調
合
は

「明
治
+
年

硅 石 粉

鉛

硝 石

蒼 鉛

【
鉛 硝 子
(第二例)

800犀

400

300

200

Sio2

Bi203

PbO

K20

%50.2

14.0

27,0

8.8

第七十三表 『少年工藝文

庫」所載の 「鉛硝子」(第

二例)の 調合 ・組成。蒼

鉛(ソ ーえん)はBi=100

%と 仮定した。第七十表

の奥野藤兵衛の欄および

第七十二表を参照。

内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
奥
野
藤
兵
衛
⑯
に
よ
る
破
璃
簾
製
造

0

1⊥

お

ほ

の
調
合
、
も
し
く
は

『傅
家
賓
典
明
治
節
用
大
全
」
所
載

の

「
破
曝
」
の
調
合

と
類
似
の
も

の
で
、
研
堂
が
同
書
に
拠

っ
て
記
し
た
の
か
、
或
い
は
明
治
時

代
中
期
ま
だ
な
お
奥
野
藤
兵
衛
の
と
こ
ろ
で
は
同
じ
技
法
で
ガ
ラ
ス
を
製
造

し
て
い
て
、

そ
の
調
合
を

聞
き
だ
し
た
の
か
、

直
ぐ
に
は

明
ら
か
に
し
難

い
。
こ
こ
で
は

「
傳
家
費
典
明
治
節
用
大
全
」
の
場
合

と
同
じ
く

「
蒼
鉛
」
に
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國

対
し
て

「
シ
ロ
メ
」
で
な
く

「
ソ
ー
え
ん
」
と
振
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

れ
る

ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
す
れ
ば
第
七
十
三
表
の
如
く
な
る
。

い
ま
こ
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ

註
〔7〕(6)(5)(4){3)(2){1)(9) (8)個 〔1匂(11)(1Q

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局

「
明
治
+
年
内
國
鋤
業
博
寛
會
出
品
解
説
」

明
治
十

一
年
序
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
#
嵩
I
q
°。
己

(教
育
博
物
館
本
)
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
明
治
十
年
例
言
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
尊
嵩
1
り
。゚
b。〕

(東
京
府
書
籍
館
本
)
。

「
第
二
回
内
國
博
覧
会
出
品
願
井
出
品
解
説
書
」

(勧
業
課
)
、
明
治
十

四
年
、
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵

〔
摘
b。H
I
卜。昌

。

農
商
務
省
博
覧
會
掛

「
明
冶
+
四
年
第

二
回
内
國
鋤
業
博
寛
會
報

告
書
」
明
治
十

六
年
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵

〔
ミ
i
目
O〕
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
審
査

評
語
」
上
、
明
治
十
年
、
自
費
出
品
之
部
、
八
九
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
蕪
卜。。。1
ら
。。
⇔
〕
。

大
日
本
窯
業
協
会

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第

四
編

「
硝
子
工
業
」

(大

日
本

窯
業
協
会
、
大
正
六
年
)、

二

一
二
頁
。

勅
使

河
原
蒼
風

.
邦
光
史
郎

・
岡
田
譲

「
ガ
ラ
ス
」
(
[.日
本

の
工
芸
」

6
、
淡
交
新
社
、
昭
和
四
十

一
年
)
、
一
五
七
頁

六

一
図
、
二
二
四
i

二
二
五
頁

。

岡
田
譲

『
ガ

ラ
ス
」

(「
日
本

の
美
術
」

37
、
至
文
堂
、
昭
和

四
十

四
年
五
月
)
、
九
〇
頁

(本
文
)

=

一
四
図
、
四
頁

(表
紙
)

の
図
。

「
日
本

の
ガ
ラ

ス
展
-
古
代
か
ら
現
代
ま
で
ー
」
図
録
、
(
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
四
十

九
年
)
、

一
七
三
図
。

大

日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書

㈲
、

三
五
頁
。

花
井

一
好

「
和
硝

子
製
作
編
」
(
平
井
保
正
編

『
章
思
叢
録
」
巻

三
十
五
)
、
文
政
十

二
年
序

・
附
言
、
稿
本
、

六
ウ
ー

七
オ

(本
文
)
。

前
田
育
徳
會
尊

経
閣
文
庫
蔵

。

「
口
傳
秘
密
萬
寳
智
恵
海
」
文
政
十

一
年
、
版
本
、
七
十
五
オ
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

大

日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書

㈲
、
九
頁
。

秋
山
寵
三

「
日
本
硝
子
細
工
夜
話
」
木
下
義
夫
編
、
(
日
本
硝
子
細

工
夜
話
刊
行
会
、
昭
和
四
十

二
年
)
、

一
四
頁

。

前
掲
㈲

「
明
治
+
四
年
第
二
回
内
國
働
業
博
覧
會
報
告
書
』
、
第

二
区
第

一
四
-

一
五
類

・
第

一
九
類

、
七

一
頁
。
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⑳働 α6){1う ・{飼 ⑳122}1幽 ⑳120}〔1窃

棚
橋
淳

二

「
日
本

の
ガ

ラ
ス
ー
引
札
-
」

(「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
」
第

七
巻
第
三
号
、
窯
業
協
会
、

昭
和
四
十

七
年
三
月
)
、

一
九
四
頁
。
但
し
現
在

で
は
や
や

修

正
を
要
す
る
箇
所
が
あ
り
、
不

日
そ

の
点
を
明
ら
か

に
し
た
い
。

前
掲
㈲

「
明
治
+
年
内
國
渤
業
博
覧

會
審
査
評
語
」
上
、
自
費
出
品
之
部
、
八
八
頁
。

花
井

一
好
、
前
掲
書
働
、
七
ウ
ー
八
オ

(本
文
)
。

内
国
勧
業
博

覧
会
事
務
局

「
第
二
回
内
國
勘
業
博

寛
會
出
品
目
録
」

弐
篇

弐
、
大
坂
府
、

一
六
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
君
一゚
。ー
ミ
〕
に
は
、
第

二
区

第

八
類
出
品
の
石
型
に

つ
い
て

の
記
載
が
あ
る
。

破
璃

ラ
ン
プ
製
型
(
一
)石
」
菊
形
、
揺
津
國
東
画
本
町
通
一
丁
目
、
同
上
桑
出
利
右
歯
門

△
破
璃

ラ
ン
プ
製
型
(二
)石
」
腰
高
、
同
上

△
破
璃
藥

瓶
製
型
(三
V石
」
接
花
文
宇
彫
刻
、
罰
上

△
破
璃
藥
瓶
製
型
(四
)石
」
梅
花
彫
刻
、
同
上

(上
同
所

桑
田
利
右
衛
門

佐
藤
潤
四
郎

『
ガ

ラ
ス
の
旅
」

(芸
艸
堂
、

一
九

七
六
年
)
、
一
=
ハ
九
頁
に
は
佐
賀
市
多
布
施

の
青
木

正
彦
氏
所
蔵

の
盃
用
の
石
型
に

つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
。

寺
島
良
安

「
和
漢
三
才
圖
會
」
正
徳

三
年
刊
、
版
本
、
巻
第

五
十
九
、
十
四
オ
、
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

杉
本

つ
と
む

「
小
野
蘭
山
本
草
綱
目
啓
蒙
1
本
文
.
研
究
.
索
引
1
」
(
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
昭
和

四
十
九
年
)
、
三
八
頁
、

(巻
之
四
、
十

七
オ
)
。

大
槻
文
彦

『
大
言
海
」
第

二
巻
、
昭
和
十
五
年
九
三
版
)
、

八
七
二
頁

。

井
上
頼

閨

・
小
杉
棍
邨
編

「
増
補
語
林
倭
訓
栞
」
中

、
(皇
典
講
究
所
印
刷
部
、
明
治
三
十

一
年
)
、

一
七
九
耳

、

下
中
彌
三
郎
編

「
大
僻
典
」
第
十
三

・
十

四
巻
、

(平
凡
社

、
昭
和

二
十

八
年
縮
刷
)
、
四
九

一
頁
。

下
中
彌
三
郎
編
、
前
掲
書

囲
、
第
十

三

・
十
四
巻
、

四
九

一
頁
。

宇
田
川
椿

奄

『
舎
密
開
宗
」
天
保

八
年
刊
、
版
本
、
内
篇
、
巻

十
四
、

三
ウ
ー
四
オ
。
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
密
O
l
も。
〕
。

岡
本
要

八
郎

・
木
下
亀
城

「
鉱
物
和
名
辞
典
」

(風
間
書
房

、
昭
和

三
十
四
年
)
、
六
五
九
頁
。
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岡
本
要

八
郎

・
木
下
亀
城
、
前
掲
書
囲
、

六
七

一
頁
。

宇

田
川
楷
奄
、
前
掲
書
刎
、
巻
十
四
、
十

一
オ
。

李
時
珍

『
校
正
本
草
綱
目
」
員
原
益
軒
校

訂
、
寛
文
十

二
年
刊
、
巻
之

八
、

二
十
六
ウ
。

松
本
榮

三
郎
纂
訳

「
膿
物
小
學
」
(
石
川
治
兵
衛
、
明
治

十
四
年
)
、

二
十
三
ウ
ー

二
十

四
オ
。

辻
敬

之

「
通
常
金
石
」

(普
及
舎
、
明
治
十

五
年
)
、
九
ウ
ー
十

オ
。

大
槻
修
二

「
金
石
學
教
授
法
」

(岡
島
真

七
、
明
治
十

七
年
)
、
二
十

一
ウ
。

井
上
久
太
郎

『
小
學
博
物
金
石
學
附
金

石

一
覧
圖
解
」
(書
籍
会
社

、
明
治
十
八
年
)
、
三
十
八
ウ
。

ジ

エ
ー

ム
ス

・
ダ

ナ

『
金
石

一
覧
圖
解
」
大
坪
源
造
訳
、
巻
之
下
、

(文
光
堂

、
明
治
十

六
年
)
、
三
ウ
。

前
掲
㈲

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
報
告
書
」
第

二
区
第

ニ
ー

七
類

・
第
九
-

一
二
類
、
第

一
八
類
、

二
頁

(
凡
例
)
。

新
村
出
編

「
広
辞
苑
」

(岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
二
年

一
版

二
五
刷
)
、

二
二
三
七
頁
。

大
日
本
窯
業
協
会
、
前
掲
書

個
、

五
-

七
頁
。

加
藤
孝
次

「
江
戸
期

の
ガ

ラ
ス
」

(徳
間
書
店
、

昭
和

四
十
七
年
)、

二
一二
四
頁
。

佐
藤
潤

四
郎
、
前
掲
書
㈲
、
四
九
ー
五
〇
頁
。

前
掲

面

「
第

二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
出

品
目
録
」
。

ガ

ラ
ス
工
芸
研
究
会
第
三
回
委
員
会
は
昭
和
五
十
年
六
月
二
十
八
日
に
国
立
近
代

美
術
館
館
長
室
で
開
か
れ
た
。

前
掲
個

「
第

二
回
内
國
博
覧
会
出
品
願
井
出

品
解
説
書
」
、
四
十

五
オ
ー
四
十
六
ウ
。

『
清
煉
方
研
究
調
書
原
本

訳
書

(
リ

ュ
ス
ト
氏
原
著
)
石
黒
寛
次

拍
記
録
」
(
外
題
)、
稿
本
、
鍋
島
報
敷
会
蔵
に
は

「
尋
常
硝
子
」

「弗
誉
篤
破
環
」
な

ど
の
製
法
が
み
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
所
謂

「
ア

ル
カ
リ
石
灰
ガ

ラ
ス
」、

ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ

ラ
ス
な

ど
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。

尤
も

こ
の
稿
本

に
は

「
工
部
省
」

の
用
箋

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
成
立
は
明
治
維
新
以
後
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
㈱

「
朋
治
+
四
年
第
二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
報
告
書
」
第

二
区
第

一
四
f

一
五
類

・
第

一
九
類
、

一
頁
。

前
掲
㈲

「
第
二
回
内

國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
弐
篇
壱
。
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ジ

エ
ー

ム
ス

・
ダ
ナ
、
前
掲
書

圃
、
巻
之
下
、
十
七
ウ
。

杉
江
重
誠

「
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
」

(
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、
昭
和

二
十
五
年
)
、

五
九

一
頁
。

博
文
館
編
輯
局

「
侍
家
寮
典
明
治
節
用
大
全
」
博
文
館
、
明
治

二
十
七
年
、

(芸
友

セ
ン
タ
ー
、

昭
和

四
十
九
年
複
刻
版
)
、
五

一
三
頁
。

前
掲
ω

「
明
治
+
年
内

國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
第

二
区
第

二
ー
四
類

、

=
三

一頁
。

石
井
民
司

(研
堂
)
「
少
年
工
藝
文
庫
」
第
六
編

「
硝
子

の
巻
」
(博
文
館
、
明
治
三
十

九
年
、
第

三
版
)
、
二
三
1

二
四
頁
。

前
掲
ω

「
明
治
+
年
内

國
渤
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
第

二
区
第

ニ
ー
四
類
、

]
三
二
頁
。

博
文
館
編
輯
局
、
前
掲
書

劒
、

五

=
二
頁
。

研
堂
が
奥

野
藤
兵
衛

の
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
処
方
を
聞
き
だ
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
蒼
鉛
に
付
さ
れ
た

「
ソ
ー
え
ん
」
な
る
振
仮
名

の
信
頼
度

は
極
め

て

高
く
な
り
、
「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
、

奥
野
藤
兵
衛
⑯
出
品
、

破
璃
簾

に

つ
い
て
の
解
説
交
中
に
み
ら
れ
る

「
蒼
鉛
」
お
よ
び
そ

の
振
仮
名

「
シ

ロ
メ
」

に
関

し
て
本
文
で
行

な

っ
た
考
察
は
、
ほ
と
ん
ど

そ
の
意
味
を
失
う

で
あ
ろ
う
。
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